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一般会計：129億　800万円
特別会計：　72億4,620万円
企業会計：　　7億9,320万円

平成31年度の予算が決定しました

新年度予算総額は209億4,740万円

　
大
橋
町
長
は
、
新
年
度
の
施
政
方

針
の
中
で
、「
本
町
は
、
い
つ
ま
で

も『
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
』と
し
て
、

今
後
も
発
展
・
飛
躍
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
、

町
民
の
生
命
・
財
産
さ
ら
に
は
生
活

を
守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、『
変

化
へ
の
挑
戦
』を
続
け
て
い
き
、
そ

れ
が
好
機
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。（“C

hallenge to change” 
is chance

）」と
基
本
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
政
の
運
営
方
針
と
し

て
、「
①
人
口
減
少
対
策
と
し
て
展

開
し
て
き
た
移
住
定
住
施
策
を
、
子

育
て
世
帯
へ
の
補
助
に
限
ら
ず
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
や
三
世
代
同
居
・
近

居
に
も
着
目
し
、
経
済
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、『
空
き
家
対
策
』

『
子
育
て
支
援
』に
つ
い
て
も
事
業
を

創
設
・
拡
充
し
ま
す
。
②
地
域
自
治

町
民
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
事
業
に
対
し
て
支
援

し
ま
す
。
③
養
老
Ｉ
Ｃ
、
養
老
Ｓ
Ａ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
伴
い
、
町

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い
る
。

こ
の
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

な
が
ら
、
町
内
へ
の
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。」と
述
べ
ま
し

た
。

　
予
算
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
１
２

９
億
８
０
０
万
円
、
特
別
会
計
・
企

業
会
計
が
合
わ
せ
て
80
億
３
９
４
０

万
円
で
、
予
算
総
額
は
２
０
９
億
４

７
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
が
前
年
度
比
23
・
２
％

増
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
、

前
年
度
比
１
・
０
％
増
、
総
額
は
前

年
度
比
13
・
６
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
面
で
は
、

町
税
に
つ
い
て
は
前
年
度
か
ら
微
減

の
33
億
７
０
５
５
万
円
を
計
上
、
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

２
・
７
％
増
の
21
億
７
３
０
０
万
円

を
見
積
も
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
児
童
福

祉
施
設
整
備
事
業
債
や
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
、
地
方
道
路
等
整
備
事
業

債
な
ど
、
総
額
で
９
億
５
９
８
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

基
本
姿
勢
・
運
営
方
針

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
養
老
町
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
最
終
日
の
20
日
、
一
般

会
計
１
２
９
億
８
０
０
万
円
、
９
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計（
上
水
道
事
業
）合

わ
せ
て
80
億
３
９
４
０
万
円
に
の
ぼ
る
平
成
31
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
承
認
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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会　計　名

一般会計

平成31年度当初予算額

12,908,000
3,437,800
24,400
136,000
5,000

374,900
30,800

2,894,000
16,000
327,300
7,246,200
793,200

20,947,400

平成30年度当初予算額

10,476,000
3,481,200
19,000
134,200
9,800

387,000
31,000

2,870,000
15,200
318,400
7,265,800
697,200

18,439,000

増減額
2,432,000
△ 43,400
5,400
1,800

△ 4,800
△ 12,100
△ 200
24,000
800
8,900

△ 19,600
96,000

2,508,400

増減率
23.2
△ 1.2
28.4
1.3

△ 49.0
△ 3.1
△ 0.6
0.8
5.3
2.8

△ 0.3
13.8
13.6

企業会計（上水道事業）
総　　計

国民健康保険
簡易水道
食肉事業センター
住宅新築資金等貸付
公共下水道事業
農業集落排水事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療

計

特

別

会

計

比　　較

会計別予算 単位：千円、％

町税
3,370,550
26.1％

地方交付税
2,173,000
16.8％

町債　959,800
7.4％

国庫支出金
863,490
6.7％ 県支出金

2,902,262
22.5％

繰入金
568,222
4.4％

地方消費税交付金
521,704
4.0％

使用料及び手数料
　301,477
2.4％

諸収入　349,201
2.7％

地方譲与税　176,700
1.4％

分担金及び負担金
118,021
0.9％
その他　603,573

4.7％

民生費
4,129,848
32.0％教育費　930,589

7.2％

総務費
1,568,629
12.1％

衛生費　1,214,278
9.4％

土木費
823,203
6.4％

公債費
825,270
6.4％

消防費
695,987
5.4％

農林水産業費
2,449,941
19.0％

商工費
153,731
1.2％ 議会費　106,349

0.8％

その他　10,175
0.1％

歳入 歳出

平成31年度 養老町一般会計当初予算

歳入歳出予算額　129億800万円
単位：千円

〈その他の内訳〉
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
財産収入
寄附金
繰越金

   8,800
14,400
12,100
38,200
71,197
2,955
13,934
311,987
130,000

〈その他の内訳〉
労働費
災害復旧費
予備費

135
40

10,000

広報ようろう　2019.4.13



◆
学
校
教
育

　
「
町
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、
人

権
教
育
や
命
を
守
る
教
育
を
一
層

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
協
働
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
、「
ひ
と
り
ひ
と

り
が
輝
く
ま
ち
養
老
」を
め
ざ
し
、

「
ふ
る
さ
と
養
老
」へ
の
誇
り
や
愛

着
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
養

老
町
で
子
ど
も
を
育
て
て
良
か
っ

た
」「
養
老
町
の
園
・
学
校
で
学

ば
せ
て
良
か
っ
た
」と
、
誰
も
が

実
感
で
き
る
教
育
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
り
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
趣
旨

を
一
層
広
め
る
と
と
も
に
、
土
曜

授
業
な
ど
で
は「
ふ
る
さ
と
養
老

テ
キ
ス
ト
」を
活
用
し
た
教
育
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
町
の「
歴
史
・
文
化

に
対
す
る
理
解
」や「
生
き
る
力
」

を
養
う
な
ど
、
創
意
工
夫
あ
る
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、「
地
域

に
よ
る
学
習
支
援
」（
ス
マ
イ
ル

ゲ
ン
ち
ゃ
ん
学
習
会
）に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
世
帯
や
一
人
親
家

庭
に
加
え
、
授
業
へ
の
参
加
が
難

し
い
児
童
・
生
徒
も
新
た
に
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
の
事
情
等

に
か
か
わ
ら
ず
、
未
来
に
希
望
を

持
ち
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
施
設
・
学
習
環
境

　
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
良
好
な
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
度
の

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
笠
郷

小
学
校
を
除
く
小
学
校
６
校
の
空

調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
未
整
備
で
あ
っ
た

小
学
校
５
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
用
キ
ッ
ト
も
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

◆
青
少
年
育
成

　
全
国
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す「
家
族
の
絆
・
愛
の

詩
」募
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
20
回
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る

絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

「
親
孝
行
の
ふ
る
さ
と
養
老
」を
さ

ら
に
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習

　
町
民
憲
章
の
実
践
と
生
涯
学
習

の
推
進
母
体
で
あ
る「
親
孝
行
と

生
涯
学
習
を
進
め
る
ま
ち
養
老
」

町
民
会
議
の
各
種
事
業
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
会
館
・
中
央
公
民
館
・
地
区

公
民
館
を
中
心
に
、
町
民
の
自
主

的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
の
機
会

を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
「
１
町
民
１
ス
ポ
ー
ツ
」を
推
進

し
、
町
民
の
声
を
反
映
し
た
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
改
訂
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
や
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
普
及
す
る

と
と
も
に
、
絆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
た
町
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
人
権

　
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
複

雑
・
多
様
化
す
る
人
権
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
町
民
意
識
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
町
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
基
本
計
画
の
改
訂
に

着
手
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通

　
養
老
鉄
道
養
老
線
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
沿
線
７
市
町
で
協
力
し
て

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
養
老
線

交
通
圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
に
基
づ
き
、
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
道
路
網

　
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
養
老
Ｉ
Ｃ
以
南
の

県
境
間
の
早
期
開
通
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
は
、
養

老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
連
絡
す

る（
仮
称
）橋
爪
大
橋
の
早
期
完
成

を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
幹

線
道
路
整
備
を
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、

町
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
と

し
て
、
適
切
な
整
備
と
維
持
管
理

を
行
い
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆
情
報
基
盤

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
運
用
し
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
本
年
度
よ
り
２
か

年
計
画
で
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設
な

ど
に
よ
る
音
声
の
明
瞭
化
や
防
災

ア
プ
リ
な
ど
の
導
入
に
よ
る
情
報

伝
達
手
段
の
充
実
も
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
市
街
地
・
集
落
環
境

　
２
０
２
０
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
に
向
け
て
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
の
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
集

約
型
の
都
市
構
造
を
目
指
し
た
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

◆
住
環
境

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空
き
家
な
ど

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
解
決
に
向

け
て
、
特
定
空
き
家
な
ど
の
認
定

を
行
い
、
法
的
措
置
を
含
め
た
対

応
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
合
わ
せ
て「
空
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」や「
移
住
定
住
促
進
事
業
」、

新
た
に
創
設
す
る「
空
き
家
利
活

用
促
進
事
業
」の
活
用
を
促
し
、

人
口
減
少
対
策
や
定
住
人
口
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
上
下
水
道

　
上
水
道
事
業
は
、
西
部
簡
易
水

道
区
域
の
上
水
道
統
合
に
つ
い
て
、

関
係
住
民
に
よ
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
よ
り
事
業
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
、
集
合

処
理
か
ら
個
別
処
理
へ
の
方
針
転

換
に
伴
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
の
た
め
、
住

宅
に
設
置
す
る
場
合
に
交
付
す
る

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

◆
農
林
業

　
民
間
事
業
者
が
計
画
し
て
い
る

野
菜
処
理
加
工
施
設
や
高
度
環
境

制
御
栽
培
施
設
の
整
備
に
対
し
、

　
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
町
内
に
お
け
る
加
工

業
務
用
野
菜
や
施
設
野
菜
の
栽
培

振
興
を
図
り
、
産
地
の
高
収
益
化

に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
観

光
景
観
林
総
合
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
養
老
公
園
周
辺
の
エ
リ
ア
に

お
い
て
桜
や
カ
エ
デ
な
ど
の
植
栽

を
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
、

養
老
公
園
の
魅
力
向
上
や
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
商
工
業

　
19
品
目
あ
る
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認

証
品
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
特

産
品
を
物
産
展
な
ど
の
活
用
に
よ

り
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
特
産
品
開
発
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
町
内
事
業
者
の

育
成
、
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
る

支
援
や
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
新
た
に
町
内
へ
進
出
す

る
企
業
や
町
内
企
業
の
事
業
拡
充

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
・
就
労
機
会
の
創
出
を
併
せ

て
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光

　
観
光
交
流
人
口
を
、
よ
り
拡
大

す
る
た
め
、
養
老
Ｓ
Ａ
に
お
い
て

特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
販
売
を

中
心
と
し
た
観
光
物
産
展
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
養
老

公
園
が
開
園
１
４
０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
県
は
も
と
よ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
誘
客
事
業

を
実
施
し
、
記
念
す
べ
き
年
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集

い
、
相
互
交
流
や
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
を
増
や

す
た
め
、
す
で
に
常
設
し
て
い
る

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡

充
し
、中
央
公
民
館
に
お
い
て「
出

張
ひ
ろ
ば
」と
し
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
が
寄
り
添

い
、
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
第

２
期
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き

策
定
し
ま
す
。

　
養
北
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
開
園
を

目
指
し
、
建
設
工
事
を
継
続
し
て

行
い
、
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　
「
が
ん
」の
早
期
発
見
・
治
療
に

結
び
つ
け
る「
ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２

０
年
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る

母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
や
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割

を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
の

た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
重
症
化
に
よ

る
療
養
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
や

未
受
診
者
診
療
情
報
提
供
事
業
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
今
後
も
財
政

運
営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
２
０
２
０
年
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
）で
は
、「
ペ
タ
ン
ク

競
技
」を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２

０
養
老
町
実
行
委
員
会（
仮
称
）」

の
設
置
と
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
実

施
し
、
本
大
会
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
期
町
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関
し
、

引
き
続
き
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
を
１
施
設
整
備
で
き
る

よ
う
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
認
知
症

予
防
教
室
に
加
え
、
住
民
主
体
で

認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

「
脳
活
リ
ー
ダ
ー
研
修
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
地
域

に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
本
町
と
垂
井
町
、
関

ケ
原
町
の
３
町
圏
域
で「
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
共
同
設
置

を
進
め
、
圏
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
総
合
的
・
専
門
的
な
窓
口
の

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
消
費
生
活

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
、
な
ら
び
に

県
お
よ
び
西
濃
５
町
と
連
携
し
た

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
開
設
を
継

続
し
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

な
ど
に
係
る
支
援
制
度
が
国
の
住

宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成

事
業
に
お
い
て
新
た
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
当
事
業
を
活
用
し

建
築
物
等
耐
震
化
促
進
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の
直
轄
管
理
の
牧
田
川
に
お
い

て
、
金
草
川
合
流
部
の
樋
門
改
修

や
河
道
掘
削
を
継
続
し
て
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
管
理
河
川
に
お
い
て
も
、
津

屋
川
改
修
工
事
や
河
道
内
の
樹
木

伐
採
な
ど
を
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
消

防
訓
練
施
設
の
充
実
を
図
り
、
各

種
災
害
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
一
部
活

動
内
容
を
見
直
す
な
ど
、
引
き
続

き
審
議
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
現
場
で
活
動
す
る
団

員
用
の
身
体
保
護
装
備
品
を
整
備

し
、
迅
速
で
安
全
な
消
防
活
動
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

予算の使い道
「第五次総合計画」に掲げる４つの主要施策の
主な事業と予算について紹介します。

◆
自
治
体
経
営

　
既
存
の
公
共
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視

点
か
ら
施
設
な
ど
の
計
画
的
・
効

率
的
な
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
を
図
り
、
適
正
な
施
設
な
ど
の

配
置
お
よ
び
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆
町
税

　
納
税
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
な
ど
納
付
環

境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
５
月
か
ら
は
、
全
て
の
町
税

に
つ
い
て
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
適
正
な
課
税
は
も

と
よ
り
、
町
税
の
納
期
内
自
主
納

付
の
促
進
や
滞
納
処
分
の
実
施
に

よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
収
納

率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

輝
く
人
の
ま
ち【
人
】

重
要
施
策
1

滞
納
整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
本
町
の
産
業
・
観
光
の
魅
力
を

発
信
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て

更
な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
全

国
の
人
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
寄
附
金
制
度
と
し
て

い
き
ま
す
。
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◆
学
校
教
育

　
「
町
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、
人

権
教
育
や
命
を
守
る
教
育
を
一
層

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
協
働
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
、「
ひ
と
り
ひ
と

り
が
輝
く
ま
ち
養
老
」を
め
ざ
し
、

「
ふ
る
さ
と
養
老
」へ
の
誇
り
や
愛

着
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
養

老
町
で
子
ど
も
を
育
て
て
良
か
っ

た
」「
養
老
町
の
園
・
学
校
で
学

ば
せ
て
良
か
っ
た
」と
、
誰
も
が

実
感
で
き
る
教
育
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
り
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
趣
旨

を
一
層
広
め
る
と
と
も
に
、
土
曜

授
業
な
ど
で
は「
ふ
る
さ
と
養
老

テ
キ
ス
ト
」を
活
用
し
た
教
育
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
町
の「
歴
史
・
文
化

に
対
す
る
理
解
」や「
生
き
る
力
」

を
養
う
な
ど
、
創
意
工
夫
あ
る
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、「
地
域

に
よ
る
学
習
支
援
」（
ス
マ
イ
ル

ゲ
ン
ち
ゃ
ん
学
習
会
）に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
世
帯
や
一
人
親
家

庭
に
加
え
、
授
業
へ
の
参
加
が
難

し
い
児
童
・
生
徒
も
新
た
に
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
の
事
情
等

に
か
か
わ
ら
ず
、
未
来
に
希
望
を

持
ち
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
施
設
・
学
習
環
境

　
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
良
好
な
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
度
の

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
笠
郷

小
学
校
を
除
く
小
学
校
６
校
の
空

調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
未
整
備
で
あ
っ
た

小
学
校
５
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
用
キ
ッ
ト
も
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

◆
青
少
年
育
成

　
全
国
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す「
家
族
の
絆
・
愛
の

詩
」募
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
20
回
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る

絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

「
親
孝
行
の
ふ
る
さ
と
養
老
」を
さ

ら
に
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習

　
町
民
憲
章
の
実
践
と
生
涯
学
習

の
推
進
母
体
で
あ
る「
親
孝
行
と

生
涯
学
習
を
進
め
る
ま
ち
養
老
」

町
民
会
議
の
各
種
事
業
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
会
館
・
中
央
公
民
館
・
地
区

公
民
館
を
中
心
に
、
町
民
の
自
主

的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
の
機
会

を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
「
１
町
民
１
ス
ポ
ー
ツ
」を
推
進

し
、
町
民
の
声
を
反
映
し
た
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
改
訂
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
や
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
普
及
す
る

と
と
も
に
、
絆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
た
町
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
人
権

　
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
複

雑
・
多
様
化
す
る
人
権
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
町
民
意
識
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
町
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
基
本
計
画
の
改
訂
に

着
手
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通

　
養
老
鉄
道
養
老
線
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
沿
線
７
市
町
で
協
力
し
て

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
養
老
線

交
通
圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
に
基
づ
き
、
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
道
路
網

　
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
養
老
Ｉ
Ｃ
以
南
の

県
境
間
の
早
期
開
通
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
は
、
養

老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
連
絡
す

る（
仮
称
）橋
爪
大
橋
の
早
期
完
成

を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
幹

線
道
路
整
備
を
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、

町
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
と

し
て
、
適
切
な
整
備
と
維
持
管
理

を
行
い
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆
情
報
基
盤

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
運
用
し
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
本
年
度
よ
り
２
か

年
計
画
で
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設
な

ど
に
よ
る
音
声
の
明
瞭
化
や
防
災

ア
プ
リ
な
ど
の
導
入
に
よ
る
情
報

伝
達
手
段
の
充
実
も
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
市
街
地
・
集
落
環
境

　
２
０
２
０
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
に
向
け
て
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
の
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
集

約
型
の
都
市
構
造
を
目
指
し
た
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

◆
住
環
境

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空
き
家
な
ど

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
解
決
に
向

け
て
、
特
定
空
き
家
な
ど
の
認
定

を
行
い
、
法
的
措
置
を
含
め
た
対

応
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
合
わ
せ
て「
空
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」や「
移
住
定
住
促
進
事
業
」、

新
た
に
創
設
す
る「
空
き
家
利
活

用
促
進
事
業
」の
活
用
を
促
し
、

人
口
減
少
対
策
や
定
住
人
口
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
上
下
水
道

　
上
水
道
事
業
は
、
西
部
簡
易
水

道
区
域
の
上
水
道
統
合
に
つ
い
て
、

関
係
住
民
に
よ
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
よ
り
事
業
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
、
集
合

処
理
か
ら
個
別
処
理
へ
の
方
針
転

換
に
伴
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
の
た
め
、
住

宅
に
設
置
す
る
場
合
に
交
付
す
る

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

◆
農
林
業

　
民
間
事
業
者
が
計
画
し
て
い
る

野
菜
処
理
加
工
施
設
や
高
度
環
境

制
御
栽
培
施
設
の
整
備
に
対
し
、

　
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
町
内
に
お
け
る
加
工

業
務
用
野
菜
や
施
設
野
菜
の
栽
培

振
興
を
図
り
、
産
地
の
高
収
益
化

に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
観

光
景
観
林
総
合
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
養
老
公
園
周
辺
の
エ
リ
ア
に

お
い
て
桜
や
カ
エ
デ
な
ど
の
植
栽

を
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
、

養
老
公
園
の
魅
力
向
上
や
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
商
工
業

　
19
品
目
あ
る
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認

証
品
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
特

産
品
を
物
産
展
な
ど
の
活
用
に
よ

り
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
特
産
品
開
発
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
町
内
事
業
者
の

育
成
、
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
る

支
援
や
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
新
た
に
町
内
へ
進
出
す

る
企
業
や
町
内
企
業
の
事
業
拡
充

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
・
就
労
機
会
の
創
出
を
併
せ

て
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光

　
観
光
交
流
人
口
を
、
よ
り
拡
大

す
る
た
め
、
養
老
Ｓ
Ａ
に
お
い
て

特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
販
売
を

中
心
と
し
た
観
光
物
産
展
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
養
老

公
園
が
開
園
１
４
０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
県
は
も
と
よ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
誘
客
事
業

を
実
施
し
、
記
念
す
べ
き
年
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集

い
、
相
互
交
流
や
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
を
増
や

す
た
め
、
す
で
に
常
設
し
て
い
る

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡

充
し
、中
央
公
民
館
に
お
い
て「
出

張
ひ
ろ
ば
」と
し
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
が
寄
り
添

い
、
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
第

２
期
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き

策
定
し
ま
す
。

　
養
北
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
開
園
を

目
指
し
、
建
設
工
事
を
継
続
し
て

行
い
、
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　
「
が
ん
」の
早
期
発
見
・
治
療
に

結
び
つ
け
る「
ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２

０
年
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る

母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
や
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割

を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
の

た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
重
症
化
に
よ

る
療
養
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
や

未
受
診
者
診
療
情
報
提
供
事
業
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
今
後
も
財
政

運
営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
２
０
２
０
年
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
）で
は
、「
ペ
タ
ン
ク

競
技
」を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２

０
養
老
町
実
行
委
員
会（
仮
称
）」

の
設
置
と
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
実

施
し
、
本
大
会
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
期
町
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関
し
、

引
き
続
き
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
を
１
施
設
整
備
で
き
る

よ
う
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
認
知
症

予
防
教
室
に
加
え
、
住
民
主
体
で

認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

「
脳
活
リ
ー
ダ
ー
研
修
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
地
域

に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
本
町
と
垂
井
町
、
関

ケ
原
町
の
３
町
圏
域
で「
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
共
同
設
置

を
進
め
、
圏
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
総
合
的
・
専
門
的
な
窓
口
の

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
消
費
生
活

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
、
な
ら
び
に

県
お
よ
び
西
濃
５
町
と
連
携
し
た

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
開
設
を
継

続
し
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

な
ど
に
係
る
支
援
制
度
が
国
の
住

宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成

事
業
に
お
い
て
新
た
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
当
事
業
を
活
用
し

建
築
物
等
耐
震
化
促
進
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の
直
轄
管
理
の
牧
田
川
に
お
い

て
、
金
草
川
合
流
部
の
樋
門
改
修

や
河
道
掘
削
を
継
続
し
て
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
管
理
河
川
に
お
い
て
も
、
津

屋
川
改
修
工
事
や
河
道
内
の
樹
木

伐
採
な
ど
を
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
消

防
訓
練
施
設
の
充
実
を
図
り
、
各

種
災
害
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
一
部
活

動
内
容
を
見
直
す
な
ど
、
引
き
続

き
審
議
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
現
場
で
活
動
す
る
団

員
用
の
身
体
保
護
装
備
品
を
整
備

し
、
迅
速
で
安
全
な
消
防
活
動
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

◆
自
治
体
経
営

　
既
存
の
公
共
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視

点
か
ら
施
設
な
ど
の
計
画
的
・
効

率
的
な
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
を
図
り
、
適
正
な
施
設
な
ど
の

配
置
お
よ
び
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆
町
税

　
納
税
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
な
ど
納
付
環

境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
５
月
か
ら
は
、
全
て
の
町
税

に
つ
い
て
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
適
正
な
課
税
は
も

と
よ
り
、
町
税
の
納
期
内
自
主
納

付
の
促
進
や
滞
納
処
分
の
実
施
に

よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
収
納

率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

活
力
の
あ
る
ま
ち【
基
盤
】

重
要
施
策
2

滞
納
整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
本
町
の
産
業
・
観
光
の
魅
力
を

発
信
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て

更
な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
全

国
の
人
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
寄
附
金
制
度
と
し
て

い
き
ま
す
。

多くの人が訪れた「養老の滝開き式」
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◆
学
校
教
育

　
「
町
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、
人

権
教
育
や
命
を
守
る
教
育
を
一
層

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
協
働
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
、「
ひ
と
り
ひ
と

り
が
輝
く
ま
ち
養
老
」を
め
ざ
し
、

「
ふ
る
さ
と
養
老
」へ
の
誇
り
や
愛

着
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
養

老
町
で
子
ど
も
を
育
て
て
良
か
っ

た
」「
養
老
町
の
園
・
学
校
で
学

ば
せ
て
良
か
っ
た
」と
、
誰
も
が

実
感
で
き
る
教
育
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
り
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
趣
旨

を
一
層
広
め
る
と
と
も
に
、
土
曜

授
業
な
ど
で
は「
ふ
る
さ
と
養
老

テ
キ
ス
ト
」を
活
用
し
た
教
育
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
町
の「
歴
史
・
文
化

に
対
す
る
理
解
」や「
生
き
る
力
」

を
養
う
な
ど
、
創
意
工
夫
あ
る
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、「
地
域

に
よ
る
学
習
支
援
」（
ス
マ
イ
ル

ゲ
ン
ち
ゃ
ん
学
習
会
）に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
世
帯
や
一
人
親
家

庭
に
加
え
、
授
業
へ
の
参
加
が
難

し
い
児
童
・
生
徒
も
新
た
に
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
の
事
情
等

に
か
か
わ
ら
ず
、
未
来
に
希
望
を

持
ち
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
施
設
・
学
習
環
境

　
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
良
好
な
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
度
の

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
笠
郷

小
学
校
を
除
く
小
学
校
６
校
の
空

調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
未
整
備
で
あ
っ
た

小
学
校
５
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
用
キ
ッ
ト
も
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

◆
青
少
年
育
成

　
全
国
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す「
家
族
の
絆
・
愛
の

詩
」募
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
20
回
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る

絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

「
親
孝
行
の
ふ
る
さ
と
養
老
」を
さ

ら
に
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習

　
町
民
憲
章
の
実
践
と
生
涯
学
習

の
推
進
母
体
で
あ
る「
親
孝
行
と

生
涯
学
習
を
進
め
る
ま
ち
養
老
」

町
民
会
議
の
各
種
事
業
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
会
館
・
中
央
公
民
館
・
地
区

公
民
館
を
中
心
に
、
町
民
の
自
主

的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
の
機
会

を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
「
１
町
民
１
ス
ポ
ー
ツ
」を
推
進

し
、
町
民
の
声
を
反
映
し
た
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
改
訂
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
や
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
普
及
す
る

と
と
も
に
、
絆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
た
町
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
人
権

　
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
複

雑
・
多
様
化
す
る
人
権
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
町
民
意
識
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
町
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
基
本
計
画
の
改
訂
に

着
手
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通

　
養
老
鉄
道
養
老
線
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
沿
線
７
市
町
で
協
力
し
て

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
養
老
線

交
通
圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
に
基
づ
き
、
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
道
路
網

　
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
養
老
Ｉ
Ｃ
以
南
の

県
境
間
の
早
期
開
通
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
は
、
養

老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
連
絡
す

る（
仮
称
）橋
爪
大
橋
の
早
期
完
成

を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
幹

線
道
路
整
備
を
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、

町
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
と

し
て
、
適
切
な
整
備
と
維
持
管
理

を
行
い
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆
情
報
基
盤

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
運
用
し
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
本
年
度
よ
り
２
か

年
計
画
で
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設
な

ど
に
よ
る
音
声
の
明
瞭
化
や
防
災

ア
プ
リ
な
ど
の
導
入
に
よ
る
情
報

伝
達
手
段
の
充
実
も
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
市
街
地
・
集
落
環
境

　
２
０
２
０
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
に
向
け
て
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
の
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
集

約
型
の
都
市
構
造
を
目
指
し
た
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

◆
住
環
境

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空
き
家
な
ど

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
解
決
に
向

け
て
、
特
定
空
き
家
な
ど
の
認
定

を
行
い
、
法
的
措
置
を
含
め
た
対

応
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
合
わ
せ
て「
空
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」や「
移
住
定
住
促
進
事
業
」、

新
た
に
創
設
す
る「
空
き
家
利
活

用
促
進
事
業
」の
活
用
を
促
し
、

人
口
減
少
対
策
や
定
住
人
口
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
上
下
水
道

　
上
水
道
事
業
は
、
西
部
簡
易
水

道
区
域
の
上
水
道
統
合
に
つ
い
て
、

関
係
住
民
に
よ
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
よ
り
事
業
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
、
集
合

処
理
か
ら
個
別
処
理
へ
の
方
針
転

換
に
伴
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
の
た
め
、
住

宅
に
設
置
す
る
場
合
に
交
付
す
る

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

◆
農
林
業

　
民
間
事
業
者
が
計
画
し
て
い
る

野
菜
処
理
加
工
施
設
や
高
度
環
境

制
御
栽
培
施
設
の
整
備
に
対
し
、

　
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
町
内
に
お
け
る
加
工

業
務
用
野
菜
や
施
設
野
菜
の
栽
培

振
興
を
図
り
、
産
地
の
高
収
益
化

に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
観

光
景
観
林
総
合
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
養
老
公
園
周
辺
の
エ
リ
ア
に

お
い
て
桜
や
カ
エ
デ
な
ど
の
植
栽

を
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
、

養
老
公
園
の
魅
力
向
上
や
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
商
工
業

　
19
品
目
あ
る
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認

証
品
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
特

産
品
を
物
産
展
な
ど
の
活
用
に
よ

り
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
特
産
品
開
発
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
町
内
事
業
者
の

育
成
、
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
る

支
援
や
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
新
た
に
町
内
へ
進
出
す

る
企
業
や
町
内
企
業
の
事
業
拡
充

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
・
就
労
機
会
の
創
出
を
併
せ

て
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光

　
観
光
交
流
人
口
を
、
よ
り
拡
大

す
る
た
め
、
養
老
Ｓ
Ａ
に
お
い
て

特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
販
売
を

中
心
と
し
た
観
光
物
産
展
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
養
老

公
園
が
開
園
１
４
０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
県
は
も
と
よ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
誘
客
事
業

を
実
施
し
、
記
念
す
べ
き
年
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集

い
、
相
互
交
流
や
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
を
増
や

す
た
め
、
す
で
に
常
設
し
て
い
る

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡

充
し
、中
央
公
民
館
に
お
い
て「
出

張
ひ
ろ
ば
」と
し
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
が
寄
り
添

い
、
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
第

２
期
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き

策
定
し
ま
す
。

　
養
北
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
開
園
を

目
指
し
、
建
設
工
事
を
継
続
し
て

行
い
、
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　
「
が
ん
」の
早
期
発
見
・
治
療
に

結
び
つ
け
る「
ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２

０
年
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る

母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
や
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割

を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
の

た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
重
症
化
に
よ

る
療
養
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
や

未
受
診
者
診
療
情
報
提
供
事
業
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
今
後
も
財
政

運
営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
２
０
２
０
年
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
）で
は
、「
ペ
タ
ン
ク

競
技
」を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２

０
養
老
町
実
行
委
員
会（
仮
称
）」

の
設
置
と
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
実

施
し
、
本
大
会
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
期
町
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関
し
、

引
き
続
き
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
を
１
施
設
整
備
で
き
る

よ
う
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
認
知
症

予
防
教
室
に
加
え
、
住
民
主
体
で

認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

「
脳
活
リ
ー
ダ
ー
研
修
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
地
域

に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
本
町
と
垂
井
町
、
関

ケ
原
町
の
３
町
圏
域
で「
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
共
同
設
置

を
進
め
、
圏
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
総
合
的
・
専
門
的
な
窓
口
の

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
消
費
生
活

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
、
な
ら
び
に

県
お
よ
び
西
濃
５
町
と
連
携
し
た

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
開
設
を
継

続
し
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

な
ど
に
係
る
支
援
制
度
が
国
の
住

宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成

事
業
に
お
い
て
新
た
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
当
事
業
を
活
用
し

建
築
物
等
耐
震
化
促
進
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の
直
轄
管
理
の
牧
田
川
に
お
い

て
、
金
草
川
合
流
部
の
樋
門
改
修

や
河
道
掘
削
を
継
続
し
て
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
管
理
河
川
に
お
い
て
も
、
津

屋
川
改
修
工
事
や
河
道
内
の
樹
木

伐
採
な
ど
を
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
消

防
訓
練
施
設
の
充
実
を
図
り
、
各

種
災
害
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
一
部
活

動
内
容
を
見
直
す
な
ど
、
引
き
続

き
審
議
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
現
場
で
活
動
す
る
団

員
用
の
身
体
保
護
装
備
品
を
整
備

し
、
迅
速
で
安
全
な
消
防
活
動
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

◆
自
治
体
経
営

　
既
存
の
公
共
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視

点
か
ら
施
設
な
ど
の
計
画
的
・
効

率
的
な
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
を
図
り
、
適
正
な
施
設
な
ど
の

配
置
お
よ
び
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆
町
税

　
納
税
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
な
ど
納
付
環

境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
５
月
か
ら
は
、
全
て
の
町
税

に
つ
い
て
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
適
正
な
課
税
は
も

と
よ
り
、
町
税
の
納
期
内
自
主
納

付
の
促
進
や
滞
納
処
分
の
実
施
に

よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
収
納

率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

安
心・安
全
な
ま
ち【
暮
ら
し
】

重
要
施
策
3

滞
納
整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
本
町
の
産
業
・
観
光
の
魅
力
を

発
信
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て

更
な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
全

国
の
人
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
寄
附
金
制
度
と
し
て

い
き
ま
す
。
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◆
学
校
教
育

　
「
町
教
育
大
綱
」に
基
づ
き
、
人

権
教
育
や
命
を
守
る
教
育
を
一
層

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
協
働
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
、「
ひ
と
り
ひ
と

り
が
輝
く
ま
ち
養
老
」を
め
ざ
し
、

「
ふ
る
さ
と
養
老
」へ
の
誇
り
や
愛

着
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
養

老
町
で
子
ど
も
を
育
て
て
良
か
っ

た
」「
養
老
町
の
園
・
学
校
で
学

ば
せ
て
良
か
っ
た
」と
、
誰
も
が

実
感
で
き
る
教
育
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と

な
り
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
趣
旨

を
一
層
広
め
る
と
と
も
に
、
土
曜

授
業
な
ど
で
は「
ふ
る
さ
と
養
老

テ
キ
ス
ト
」を
活
用
し
た
教
育
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
町
の「
歴
史
・
文
化

に
対
す
る
理
解
」や「
生
き
る
力
」

を
養
う
な
ど
、
創
意
工
夫
あ
る
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、「
地
域

に
よ
る
学
習
支
援
」（
ス
マ
イ
ル

ゲ
ン
ち
ゃ
ん
学
習
会
）に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
世
帯
や
一
人
親
家

庭
に
加
え
、
授
業
へ
の
参
加
が
難

し
い
児
童
・
生
徒
も
新
た
に
対
象

と
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
の
事
情
等

に
か
か
わ
ら
ず
、
未
来
に
希
望
を

持
ち
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
施
設
・
学
習
環
境

　
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
良
好
な
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
度
の

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
笠
郷

小
学
校
を
除
く
小
学
校
６
校
の
空

調
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
未
整
備
で
あ
っ
た

小
学
校
５
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
用
キ
ッ
ト
も
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

◆
青
少
年
育
成

　
全
国
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す「
家
族
の
絆
・
愛
の

詩
」募
集
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
20
回
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
、
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る

絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、

「
親
孝
行
の
ふ
る
さ
と
養
老
」を
さ

ら
に
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習

　
町
民
憲
章
の
実
践
と
生
涯
学
習

の
推
進
母
体
で
あ
る「
親
孝
行
と

生
涯
学
習
を
進
め
る
ま
ち
養
老
」

町
民
会
議
の
各
種
事
業
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

町
民
会
館
・
中
央
公
民
館
・
地
区

公
民
館
を
中
心
に
、
町
民
の
自
主

的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
の
機
会

を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
「
１
町
民
１
ス
ポ
ー
ツ
」を
推
進

し
、
町
民
の
声
を
反
映
し
た
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
改
訂
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
気
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
や
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
普
及
す
る

と
と
も
に
、
絆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
た
町
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆
人
権

　
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
複

雑
・
多
様
化
す
る
人
権
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
町
民
意
識
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
町
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
基
本
計
画
の
改
訂
に

着
手
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通

　
養
老
鉄
道
養
老
線
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
沿
線
７
市
町
で
協
力
し
て

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
養
老
線

交
通
圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
に
基
づ
き
、
利
用
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
道
路
網

　
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
養
老
Ｉ
Ｃ
以
南
の

県
境
間
の
早
期
開
通
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
は
、
養

老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
連
絡
す

る（
仮
称
）橋
爪
大
橋
の
早
期
完
成

を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
幹

線
道
路
整
備
を
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、

町
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
と

し
て
、
適
切
な
整
備
と
維
持
管
理

を
行
い
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆
情
報
基
盤

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

現
在
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
運
用
し
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
本
年
度
よ
り
２
か

年
計
画
で
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設
な

ど
に
よ
る
音
声
の
明
瞭
化
や
防
災

ア
プ
リ
な
ど
の
導
入
に
よ
る
情
報

伝
達
手
段
の
充
実
も
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
市
街
地
・
集
落
環
境

　
２
０
２
０
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
に
向
け
て
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
の
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
集

約
型
の
都
市
構
造
を
目
指
し
た
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
。

◆
住
環
境

　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
、
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空
き
家
な
ど

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
解
決
に
向

け
て
、
特
定
空
き
家
な
ど
の
認
定

を
行
い
、
法
的
措
置
を
含
め
た
対

応
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
合
わ
せ
て「
空
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
」や「
移
住
定
住
促
進
事
業
」、

新
た
に
創
設
す
る「
空
き
家
利
活

用
促
進
事
業
」の
活
用
を
促
し
、

人
口
減
少
対
策
や
定
住
人
口
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
上
下
水
道

　
上
水
道
事
業
は
、
西
部
簡
易
水

道
区
域
の
上
水
道
統
合
に
つ
い
て
、

関
係
住
民
に
よ
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
よ
り
事
業
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
、
集
合

処
理
か
ら
個
別
処
理
へ
の
方
針
転

換
に
伴
い
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
の
た
め
、
住

宅
に
設
置
す
る
場
合
に
交
付
す
る

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

◆
農
林
業

　
民
間
事
業
者
が
計
画
し
て
い
る

野
菜
処
理
加
工
施
設
や
高
度
環
境

制
御
栽
培
施
設
の
整
備
に
対
し
、

　
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
町
内
に
お
け
る
加
工

業
務
用
野
菜
や
施
設
野
菜
の
栽
培

振
興
を
図
り
、
産
地
の
高
収
益
化

に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
観

光
景
観
林
総
合
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
養
老
公
園
周
辺
の
エ
リ
ア
に

お
い
て
桜
や
カ
エ
デ
な
ど
の
植
栽

を
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
、

養
老
公
園
の
魅
力
向
上
や
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
商
工
業

　
19
品
目
あ
る
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認

証
品
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
特

産
品
を
物
産
展
な
ど
の
活
用
に
よ

り
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
特
産
品
開
発
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
町
内
事
業
者
の

育
成
、
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
企
業
誘
致

　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
る

支
援
や
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
新
た
に
町
内
へ
進
出
す

る
企
業
や
町
内
企
業
の
事
業
拡
充

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
・
就
労
機
会
の
創
出
を
併
せ

て
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光

　
観
光
交
流
人
口
を
、
よ
り
拡
大

す
る
た
め
、
養
老
Ｓ
Ａ
に
お
い
て

特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
販
売
を

中
心
と
し
た
観
光
物
産
展
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
養
老

公
園
が
開
園
１
４
０
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
県
は
も
と
よ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
誘
客
事
業

を
実
施
し
、
記
念
す
べ
き
年
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集

い
、
相
互
交
流
や
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
を
増
や

す
た
め
、
す
で
に
常
設
し
て
い
る

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡

充
し
、中
央
公
民
館
に
お
い
て「
出

張
ひ
ろ
ば
」と
し
て
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
や
社
会
が
寄
り
添

い
、
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
第

２
期
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
を
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き

策
定
し
ま
す
。

　
養
北
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
開
園
を

目
指
し
、
建
設
工
事
を
継
続
し
て

行
い
、
子
育
て
支
援
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

　
「
が
ん
」の
早
期
発
見
・
治
療
に

結
び
つ
け
る「
ワ
ン
コ
イ
ン
検
診
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２

０
年
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る

母
子
保
健
情
報
の
利
活
用
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
や
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
約
６
割

を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
の

た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
重
症
化
に
よ

る
療
養
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
や

未
受
診
者
診
療
情
報
提
供
事
業
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
今
後
も
財
政

運
営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
２
０
２
０
年
に
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
）で
は
、「
ペ
タ
ン
ク

競
技
」を
担
当
す
る
こ
と
か
ら
、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２

０
養
老
町
実
行
委
員
会（
仮
称
）」

の
設
置
と
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
実

施
し
、
本
大
会
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
期
町
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関
し
、

引
き
続
き
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
を
１
施
設
整
備
で
き
る

よ
う
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
認
知
症

予
防
教
室
に
加
え
、
住
民
主
体
で

認
知
症
予
防
に
取
り
組
む
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の

「
脳
活
リ
ー
ダ
ー
研
修
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

　
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
地
域

に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
本
町
と
垂
井
町
、
関

ケ
原
町
の
３
町
圏
域
で「
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
共
同
設
置

を
進
め
、
圏
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
総
合
的
・
専
門
的
な
窓
口
の

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
消
費
生
活

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
、
な
ら
び
に

県
お
よ
び
西
濃
５
町
と
連
携
し
た

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
開
設
を
継

続
し
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　
民
間
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

な
ど
に
係
る
支
援
制
度
が
国
の
住

宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成

事
業
に
お
い
て
新
た
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
当
事
業
を
活
用
し

建
築
物
等
耐
震
化
促
進
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の
直
轄
管
理
の
牧
田
川
に
お
い

て
、
金
草
川
合
流
部
の
樋
門
改
修

や
河
道
掘
削
を
継
続
し
て
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　
県
管
理
河
川
に
お
い
て
も
、
津

屋
川
改
修
工
事
や
河
道
内
の
樹
木

伐
採
な
ど
を
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
消

防
訓
練
施
設
の
充
実
を
図
り
、
各

種
災
害
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
一
部
活

動
内
容
を
見
直
す
な
ど
、
引
き
続

き
審
議
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
現
場
で
活
動
す
る
団

員
用
の
身
体
保
護
装
備
品
を
整
備

し
、
迅
速
で
安
全
な
消
防
活
動
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

◆
自
治
体
経
営

　
既
存
の
公
共
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視

点
か
ら
施
設
な
ど
の
計
画
的
・
効

率
的
な
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
を
図
り
、
適
正
な
施
設
な
ど
の

配
置
お
よ
び
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆
町
税

　
納
税
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
や
コ

ン
ビ
ニ
納
付
の
導
入
な
ど
納
付
環

境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
５
月
か
ら
は
、
全
て
の
町
税

に
つ
い
て
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
適
正
な
課
税
は
も

と
よ
り
、
町
税
の
納
期
内
自
主
納

付
の
促
進
や
滞
納
処
分
の
実
施
に

よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
収
納

率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

重要施策１ 輝く人のまち【人】主な事業と予算
★小学校情報化推進事業 5,459
○小学校特色ある学校教育推進事業 3,945
○中学校情報化推進事業 3,479
○中学校特色ある学校教育推進事業 1,308
○「家族の絆・愛の詩」募集事業 1,982

○「親孝行と生涯学習を進めるまち養老」町民会議推進事業 1,891
○スポーツ推進審議会事務 420
○総合型地域スポーツクラブ育成推進事業 3,053
★スポーツ振興推進事業 2,411
○人権擁護推進事業 1,858

★新規事業（一部新規を含む）

（新規：児童用タブレットPC借上、プログラミング学習用キット購入）

（新規：バルシューレチャンピオンシップの開催）

重要施策２ 活力のあるまち【基盤】主な事業と予算

○養老鉄道活性化事業 114,329
★空家利活用促進事業 1,800
★高度処理型合併浄化槽設置事業 96,516
○上水道統合事業 250,454
★産地パワーアップ事業 2,009,073

★観光景観林整備事業 3,000
○企業誘致促進事業 24,634
★特産ブランド認証事業 3,890
★地域未来投資促進法関連事業 22,000
★ふるさと養老観光宣伝事業 5,386

★新規事業（一部新規を含む）

（新規：町単独の上乗せ補助金）

（産地競争力の強化に必要な産地基幹施設の整備） （新規：養老SA情報発信事業）

重要施策３ 安心・安全なまち【暮らし】主な事業と予算
★移住定住促進事業 7,710
★子ども子育て事務事業 3,694
★地域子育て支援拠点事業 9,419
○認定こども園整備事業 440,832
★母子保健事業 8,265

★健康管理システム運営事業 9,590
★全国健康福祉祭（ねんりんピック）開催事業 2,345
★障害者地域生活支援事業 21,756
★雨水公共下水道事業 14,001

★新規事業（一部新規を含む）

（新規：若者定住マイホーム取得支援事業補助金、三世代ハッピースマイル事業補助金）

（新規：庁舎内にキッズスペース設置）

（新規：中央公民館に週１回程度「出張ひろば」開設）

（新規：「母子健康アプリ」の導入）

（新規：健康管理システム改修、抗体検査システム改修）

（新規：基幹相談支援センター運営事業委託）

重要施策４ 地域経営の推進主な事業と予算

○ふるさと納税推進事業 156,847

★クレジット収納事業（賦課徴収事務事業） 152

○（仮称）養老町まちづくりビジョン策定事業 7,048

○自治町民会議設立事業 10,309

★新規事業（一部新規を含む）

単位：千円

地
域
経
営
の
推
進

重
要
施
策
4

滞
納
整
理
を
よ
り
一
層
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

　
本
町
の
産
業
・
観
光
の
魅
力
を

発
信
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て

更
な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
全

国
の
人
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
寄
附
金
制
度
と
し
て

い
き
ま
す
。

町のふるさと納税返礼品（一部）大垣養老高校の生徒が考案した返礼品の宿泊券
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ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

100歳を迎えられ、お祝いを受ける松岡芳子さん（中央）

　３月２日（土）、上多度プラザの竣工式が執り行わ
れ、関係者ら約130人が出席しました。上多度プラ
ザは、上多度地区にとって最も身近な学習拠点とな
るとともに、公民館・自治会館・自治町民会議の事
務局を設置することで、町民自治や地域防災の拠点
としての役割を果たします。また、親子連れの人々
が気軽に利用できるよう、授乳室やぎふ木育広場が
併設されています。
　大橋町長は式典の中で「上多度プラザの完成に伴
い、町と地域との結びつきがこれまで以上に深まり、
魅力あふれる地域づくりが活発に進められていくこ
とを期待しています。」と式辞を述べました。

上多度プラザ竣工式上多度プラザ竣工式

　２月20日（水）、養老小学校卒業記念公演オ
ペレッタ「養老物語」が町民会館で行われました。
ふるさと学習の総仕上げに位置づけられている
この公演は、今年度で25回目を迎え、６年生
84名全員が出演、各場面の劇・歌・音楽をそ
れぞれ担当し、表現にもさまざまな工夫が凝ら
されていました。
　源丞内役の細川士禾さんは「気持ちの表現が
難しかったが、練習の成果が出せ、いい演技が
できた。」と公演を振り返りました。

養老小学校卒業記念公演
オペレッタ「養老物語」
養老小学校卒業記念公演
オペレッタ「養老物語」

　２月10日（日）、松岡芳子さん（柏尾）が100歳を
迎えられ、家族や施設の人々によりお祝いの会が催
されました。大橋町長がお祝い状とお祝い金を贈呈
し長寿をお祝いすると、温かい拍手が送られました。
　芳子さんは「家族や周囲の方々に支えてもらい
100歳を迎えることが出来ました。」と感謝の気持ち
を表わされ、笑顔でお祝い状をお受け取りになられ
ました。気さくな人柄でおしゃべりと歌が大好きな
芳子さんの長寿の秘訣についてご家族は「おおらか
な性格で愚痴ひとつ聞いたことがなかった。」、「裁
縫が上手で家族の服を縫うなどよく手を動かしてい
ました。」とお話しされました。

身近な話題を企画政策課広報担当☎32-1102までお寄せください。

式辞を述べる大橋町長 館内に設置された「ぎふ木育広場」

上多度プラザ外観

オペレッタ「養老物語」を披露する児童たち

ぎふ木育広場は「清流の国ぎふ森林・環境税」を
活用しています。
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問町選挙管理委員会（総務課内）　☎32－1101

　町民の代表である町議会議員を決める大切な選挙です。みなさんそろって投票しましょう。

町議会議員選挙は、４月16日（火）告示、４月21日（日）が投票日です。

●投票のできる人　
　投票日当日、満18歳以上の人（平成13年４月22日以前
に生まれた人）で、平成31年１月15日までに養老町に住
民登録をし、引き続き３カ月以上住んでいる人で、養老
町の選挙人名簿に登録されている人です。（投票までに
他市町村へ転出された人は、投票できません。

　
●投票所入場券　
　投票所入場券は、各世帯に郵送いたしますので、記載
内容をご確認のうえ、１人分ずつ切り離して投票所にお
持ちください。（決められた投票所以外では投票できま
せんのでご注意ください。）
　また、入場券が届かなかったり紛失した場合でも、選
挙人名簿に登録されていれば投票できま
すので、投票所で係員に申出てください。

　
●投票時間　７時～20時

●期日前投票　
　投票日に仕事や旅行などで投票できない人は、期日前
投票ができます。投票所入場券が届いている場合は、持
参してください。　
【期間】　４月17日（水）～４月20日（土）
　　　　８時30分～20時
【場所】　町役場２階研修室

　　
●不在者投票　
　仕事や学校などで町外に住んでいる人、入院や施設に
入所している人、身体に重度の障がいのある人は、下記
のとおり「不在者投票」ができます。
　
・滞在先でする不在者投票
　　投票日に仕事や出産などで町外に滞在する人は、事
前に請求をすれば、滞在先の市区町村の選挙管理委員
会で投票することができます。
　
・病院や老人ホームなどでの不在者投票
　　指定された病院や老人ホームに入院・入所している
人は、その施設内で不在者投票ができます。詳しくは
病院・老人ホームにお問合せください。
　
・郵便による不在者投票
　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険被保険者
証をお持ちで、等級などが要件を満たしている人は、
郵便による不在者投票ができます。投票をするために
は、町選挙管理委員会で事前に「郵便等投票証明書」の
交付を受ける必要があります。

投票区
高田西
高田東
養老北
養老南
広　幡
上多度
池　辺
笠　郷
小　畑
多芸西
多芸東
日　吉
室　原

投票所
町産業文化会館
養老町役場
桜井転作技術研修センター
ふれあいセンター養老
広幡公民館
上多度プラザ（上多度公民館）
池辺公民館
就業改善センター（笠郷公民館）
小畑公民館
町福祉センター
多芸公民館
日吉こども園　北園舎
日吉公民館室原分館

※

※上多度地区の投票所は、上多度小学校体育館から上多度プラザ（上多度公民館）へ変更となっています。ご注意ください。

4月21日は、
町議会議員選挙の
投票日です!!
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TEL 32-1100㈹   FAX 32-2686
養老町役場

nformation

●参加料が記載されていない事業は無料です。

募　
集

募　
集

①
園
務
員

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

■
勤
務
内
容
　
事
務（
パ
ソ
コ
ン
使
用
あ

り
）お
よ
び
給
食
補
助
な
ど
園
業
務

②
給
食
調
理
員

■
賃
金
　
時
給
８
８
０
円

　
（
免
許
あ
り
時
給
９
０
０
円
）

■
勤
務
内
容　
給
食
調
理
お
よ
び
食
器

洗
浄
業
務

■
そ
の
他　
短
時
間
、
月
10
日
程
度
の

週
休
対
応
調
理
員
も
同
時
募
集
中

③
保
育
教
諭

■
賃
金　
時
給
１
０
５
０
円

　
（
ク
ラ
ス
担
任
時
給
１
２
３
０
円
）

■
勤
務
内
容　
保
育
業
務

■
そ
の
他　
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教

諭
資
格
必
須

④
こ
ど
も
園
支
援
員

■
勤
務
内
容　
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業

な
ど

■
賃
金　
時
給
９
５
０
円
〜
１
３
０
０
円

■
そ
の
他　
保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が

異
な
り
ま
す
。看
護
師
・
准
看
護
師
・

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
支
援
員
資

格
者
優
遇

〈
共
通
事
項
〉

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地　
町
内
公
立
認
定
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日
・
土
曜
日

（
基
本
、
給
食
実
施
日
）

　
園
に
よ
り
早
番
・
遅
番
あ
り

　

※

時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
平
成
32
年
３

月
末
ま
で（
更
新
あ
り
）

■
賃
金　
通
勤
手
当
相
当
分
加
算
あ
り

■
保
険　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・印
鑑・免
許
状
・

資
格
証
な
ど
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限　
４
月
19
日（
金
）

　
　
子
ど
も
課
☎
32

－

５
０
７
８

①
給
食
調
理
員

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
給
食
調
理
作
業
な
ど

■
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　
４
月
８
日（
月
）〜
19
日（
金
）

■
入
居
予
定　
５
月
下
旬

　
　
改
良
住
宅
対
策
室
☎
32

－

５
０
７
９

　
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
等
が
気
軽
に
参
加
し

集
う
こ
と
が
で
き
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

を
平
成
31
年
度
に
開
設
、
運
営
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
事
業
者
数　
３
事
業
者

■
応
募
資
格　
町
内
に
所
在
す
る
団
体

で
専
門
職
を
配
置
で
き
る
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
法
人
な
ど

■
申
込
方
法　
４
月
15
日（
月
）17
時
ま

で
に
健
康
福
祉
課
あ
て
関
係
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
資
格
や
提
出
書
類
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の「
養
老

町
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
事
業
者
募
集

要
領
」ま
た
は
健
康
福
祉
課
に
て
ご

公
立
こ
ど
も
園
臨
時
職
員

　
７
時
45
分
〜
16
時
15
分

■
賃
金　
時
給
８
８
０
円
〜
９
０
０
円

②
給
食
調
理
補
助
員

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
給
食
調
理
作
業
な
ど

■
勤
務
時
間

　
週
３
日
程
度（
月
〜
金
曜
日
）

　
８
時
〜
15
時
45
分

■
賃
金　
時
給
８
８
０
円

〈
共
通
事
項
〉

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
平
成
32
年
３

月
末
ま
で（
更
新
あ
り
）

■
賃
金　
通
勤
手
当
相
当
分
加
算
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格
証

の
写
し（
調
理
師
免
許
保
有
者
）

■
申
込
期
限　
４
月
19
日（
金
）

　
　
教
育
総
務
課
☎
32

－

５
０
８
５

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
生
活
・
学
業
指
導
、
支

援
を
要
す
る
児
童
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

■
勤
務
時
間

　
平
日
：
14
時
30
分
〜
18
時
45
分　

　
土
曜
日
・
長
期
休
業
日
な
ど
：
７
時

45
分
〜
18
時
45
分

※

勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応

相
談

■
賃
金　
時
給
８
９
０
円

　
（
資
格
あ
り　
９
２
０
円
）

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
平
成
32
年
３

月
末
ま
で（
更
新
あ
り
）

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、印
鑑
、資
格
証

の
写
し

■
申
込
期
限　
４
月
19
日（
金
）

　
教
育
総
務
課
☎
32

－

５
０
８
５

　
国
際
学
習
会
館
☎
32

－

０
２
１
６

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所　
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数　
１
戸

■
建
設
年
度　
平
成
５
年
度

■
構
造　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　
５
万
円

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
駐
車
料
金　
１
台
目
／
３
０
８
０
円
、

２
台
目
か
ら
２
０
５
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数　
５
戸

■
建
設
年
度　
平
成
12
年
度

■
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建

　
戸
当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　
４
万
６
５
０
０
円

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
駐
車
料
金　
１
５
４
０
円
／
台

■
入
居
資
格（
①
、②
共
通
）　

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

確
認
く
だ
さ
い
。

　
健
康
福
祉
課
☎
32

－

１
１
０
５

〜
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
〜

■
日
時

　
４
月
10
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
ス
ポ
ン
ジ
の
お
も
ち
ゃ
〜

■
日
時

　
５
月
８
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　

☎
32

－

１
１
４
７

　　
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
簡
単

な
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
４
月
18
日（
木
）10
時
30
分
〜

11
時
30
分

■
場
所　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　

☎
32

－

１
１
４
７

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
中
学
校
臨
時
職
員

町
営
住
宅
入
居
者

問
申

■
日
時
・
場
所

　
４
月
17
日（
水
）高
田
公
民
館

　
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

■
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

■
日
時　
４
月
21
日（
日
）10
時
30
分
〜

14
時
30
分

■
場
所　
船
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
内
容　
介
護
相
談
・
体
力
測
定
・
イ

ベ
ン
ト（
吹
奏
楽
・
太
鼓
・
ダ
ン
ス
）・

フ
ー
ド
バ
ザ
ー
や
抽
選
会
な
ど

　
船
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
35

－

３
３
３
５

〜
手
作
り
お
も
ち
ゃ
〜

■
日
時
　
４
月
24
日（
水
）10
時
〜
12
時

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
限　
４
月
９
日（
火
）ま
で

■
対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員　
20
組
程
度

■
参
加
費　
１
人　
１
０
０
円

■
持
ち
物　
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
・

お
箸
・
お
茶

■
場
所　
町
中
央
公
民
館

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込　
申
込
期
間
内
に「ichigo_ko

　

sodate@
yahoo.co.jp

」（
子
育
て

支
援
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ
参
加

予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
、
年
齢
）、
住
所
、

連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　
携
帯
電
話
か
ら
の
申
し
込

み
の
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
い
ち
ご  

代
表  

山
内
智
音

☎
０
９
０

－

２
１
３
８

－

５
３
４
０

■
日
時　
４
月
29
日（
月
・
祝
）９
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
場
所　
町
民
会
館

■
演
目　
琴
・
三
味
線
・
謡
曲
・
詩
吟
・

剣
舞
・
扇
舞
な
ど

■
そ
の
他　
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ

れ
ま
す（
空
く
じ
な
し
）

　
髙
木
賢
治
会
長
☎
34

－

１
９
３
２

■
日
時

　
５
月
９
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

■
テ
ー
マ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
と
活
用（
講
師
：
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）

■
対
象
者　
町
内
在
住
の
介
護
者
と
要

支
援
者
・
要
介
護
者
等

■
場
所　
町
中
央
公
民
館　
中
ホ
ー
ル

研
修
室

■
参
加
費　
無
料

■
申
込　
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い

問
申

問

認
知
症
カ
フ
ェ

運
営
事
業
者
募
集

申
問

し
ま
す
。

　
医
療
法
人
光
秀
会　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

か
が
や
き（
担
当
：
大
橋
）

　
☎
34

－

３
９
３
６

　
２
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
道
課
☎
32

－

５
０
８
２

　
安
全
確
認
の
た
め
、
２
月
24
日（
日
）

よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
中
止
し

ま
し
た
。

　
利
用
者
の
人
々
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課
☎
32

－

５
０
８
６

　
平
成
31
年
５
月
に
改
元
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、町
の
文
書
取
扱
い
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
ま
し
た
。詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
☎
32

－

１
１
０
１

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員
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①
園
務
員

■
賃
金　
時
給
８
６
０
円

■
勤
務
内
容
　
事
務（
パ
ソ
コ
ン
使
用
あ

り
）お
よ
び
給
食
補
助
な
ど
園
業
務

②
給
食
調
理
員

■
賃
金
　
時
給
８
８
０
円

　
（
免
許
あ
り
時
給
９
０
０
円
）

■
勤
務
内
容　
給
食
調
理
お
よ
び
食
器

洗
浄
業
務

■
そ
の
他　
短
時
間
、
月
10
日
程
度
の

週
休
対
応
調
理
員
も
同
時
募
集
中

③
保
育
教
諭

■
賃
金　
時
給
１
０
５
０
円

　
（
ク
ラ
ス
担
任
時
給
１
２
３
０
円
）

■
勤
務
内
容　
保
育
業
務

■
そ
の
他　
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教

諭
資
格
必
須

④
こ
ど
も
園
支
援
員

■
勤
務
内
容　
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業

な
ど

■
賃
金　
時
給
９
５
０
円
〜
１
３
０
０
円

■
そ
の
他　
保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が

異
な
り
ま
す
。看
護
師
・
准
看
護
師
・

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
支
援
員
資

格
者
優
遇

〈
共
通
事
項
〉

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地　
町
内
公
立
認
定
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日
・
土
曜
日

（
基
本
、
給
食
実
施
日
）

　
園
に
よ
り
早
番
・
遅
番
あ
り

　

※

時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
平
成
32
年
３

月
末
ま
で（
更
新
あ
り
）

■
賃
金　
通
勤
手
当
相
当
分
加
算
あ
り

■
保
険　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・印
鑑・免
許
状
・

資
格
証
な
ど
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限　
４
月
19
日（
金
）

　
　
子
ど
も
課
☎
32

－

５
０
７
８

①
給
食
調
理
員

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
給
食
調
理
作
業
な
ど

■
勤
務
時
間　
月
〜
金
曜
日

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　
４
月
８
日（
月
）〜
19
日（
金
）

■
入
居
予
定　
５
月
下
旬

　
　
改
良
住
宅
対
策
室
☎
32

－

５
０
７
９

　
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
等
が
気
軽
に
参
加
し

集
う
こ
と
が
で
き
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

を
平
成
31
年
度
に
開
設
、
運
営
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
事
業
者
数　
３
事
業
者

■
応
募
資
格　
町
内
に
所
在
す
る
団
体

で
専
門
職
を
配
置
で
き
る
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
法
人
な
ど

■
申
込
方
法　
４
月
15
日（
月
）17
時
ま

で
に
健
康
福
祉
課
あ
て
関
係
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
資
格
や
提
出
書
類
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の「
養
老

町
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
事
業
者
募
集

要
領
」ま
た
は
健
康
福
祉
課
に
て
ご

　
７
時
45
分
〜
16
時
15
分

■
賃
金　
時
給
８
８
０
円
〜
９
０
０
円

②
給
食
調
理
補
助
員

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
給
食
調
理
作
業
な
ど

■
勤
務
時
間

　
週
３
日
程
度（
月
〜
金
曜
日
）

　
８
時
〜
15
時
45
分

■
賃
金　
時
給
８
８
０
円

〈
共
通
事
項
〉

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
平
成
32
年
３

月
末
ま
で（
更
新
あ
り
）

■
賃
金　
通
勤
手
当
相
当
分
加
算
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格
証

の
写
し（
調
理
師
免
許
保
有
者
）

■
申
込
期
限　
４
月
19
日（
金
）

　
　
教
育
総
務
課
☎
32

－

５
０
８
５

■
対
象　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
内
容　
生
活
・
学
業
指
導
、
支

援
を
要
す
る
児
童
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

■
勤
務
時
間

　
平
日
：
14
時
30
分
〜
18
時
45
分　

　
土
曜
日
・
長
期
休
業
日
な
ど
：
７
時

45
分
〜
18
時
45
分

※

勤
務
日
、
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
応

相
談

■
賃
金　
時
給
８
９
０
円

　
（
資
格
あ
り　
９
２
０
円
）

■
雇
用
期
間　
採
用
時
〜
平
成
32
年
３

月
末
ま
で（
更
新
あ
り
）

■
必
要
書
類
な
ど　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）、印
鑑
、資
格
証

の
写
し

■
申
込
期
限　
４
月
19
日（
金
）

　
教
育
総
務
課
☎
32

－

５
０
８
５

　
国
際
学
習
会
館
☎
32

－

０
２
１
６

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所　
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数　
１
戸

■
建
設
年
度　
平
成
５
年
度

■
構
造　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　
５
万
円

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
駐
車
料
金　
１
台
目
／
３
０
８
０
円
、

２
台
目
か
ら
２
０
５
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数　
５
戸

■
建
設
年
度　
平
成
12
年
度

■
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建

　
戸
当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃　
４
万
６
５
０
０
円

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
駐
車
料
金　
１
５
４
０
円
／
台

■
入
居
資
格（
①
、②
共
通
）　

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

確
認
く
だ
さ
い
。

　
健
康
福
祉
課
☎
32

－

１
１
０
５

〜
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
〜

■
日
時

　
４
月
10
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
ス
ポ
ン
ジ
の
お
も
ち
ゃ
〜

■
日
時

　
５
月
８
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　

☎
32

－

１
１
４
７

　　
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
簡
単

な
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
４
月
18
日（
木
）10
時
30
分
〜

11
時
30
分

■
場
所　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　

☎
32

－

１
１
４
７

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
場
所

　
４
月
17
日（
水
）高
田
公
民
館

　
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

■
対
象　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

■
日
時　
４
月
21
日（
日
）10
時
30
分
〜

14
時
30
分

■
場
所　
船
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
内
容　
介
護
相
談
・
体
力
測
定
・
イ

ベ
ン
ト（
吹
奏
楽
・
太
鼓
・
ダ
ン
ス
）・

フ
ー
ド
バ
ザ
ー
や
抽
選
会
な
ど

　
船
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
35

－
３
３
３
５

〜
手
作
り
お
も
ち
ゃ
〜

■
日
時
　
４
月
24
日（
水
）10
時
〜
12
時

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
限　
４
月
９
日（
火
）ま
で

■
対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員　
20
組
程
度

■
参
加
費　
１
人　
１
０
０
円

■
持
ち
物　
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
・

お
箸
・
お
茶

■
場
所　
町
中
央
公
民
館

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込　
申
込
期
間
内
に「ichigo_ko

　

sodate@
yahoo.co.jp

」（
子
育
て

支
援
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ
参
加

予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
、
年
齢
）、
住
所
、

連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の
う
え
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　
携
帯
電
話
か
ら
の
申
し
込

み
の
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
い
ち
ご  

代
表  

山
内
智
音

☎
０
９
０

－
２
１
３
８

－

５
３
４
０

■
日
時　
４
月
29
日（
月
・
祝
）９
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
場
所　
町
民
会
館

■
演
目　
琴
・
三
味
線
・
謡
曲
・
詩
吟
・

剣
舞
・
扇
舞
な
ど

■
そ
の
他　
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ

れ
ま
す（
空
く
じ
な
し
）

　
髙
木
賢
治
会
長
☎
34

－

１
９
３
２

■
日
時

　
５
月
９
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

■
テ
ー
マ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
と
活
用（
講
師
：
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）

■
対
象
者　
町
内
在
住
の
介
護
者
と
要

支
援
者
・
要
介
護
者
等

■
場
所　
町
中
央
公
民
館　
中
ホ
ー
ル

研
修
室

■
参
加
費　
無
料

■
申
込　
事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い

子
育
て
支
援
「
い
ち
ご
」

ス
マ
イ
ル「
絵
本
読
み
聞
か
せ
」

親
子
手
作
り
ラ
ン
ド

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

ニ
コ
リ
ン
会

問問

第
39
回
町
芸
能
大
会

し
ま
す
。

　
医
療
法
人
光
秀
会　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

か
が
や
き（
担
当
：
大
橋
）

　
☎
34

－

３
９
３
６

　
２
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
道
課
☎
32

－

５
０
８
２

　
安
全
確
認
の
た
め
、
２
月
24
日（
日
）

よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
中
止
し

ま
し
た
。

　
利
用
者
の
人
々
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課
☎
32

－

５
０
８
６

　
平
成
31
年
５
月
に
改
元
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、町
の
文
書
取
扱
い
に

つ
い
て
、取
り
ま
と
め
ま
し
た
。詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
☎
32

－

１
１
０
１

問問問

問問問

申
問

水
道
の
水
質
検
査
結
果

改
元
に
伴
う
文
書
の

取
扱
い
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

養
老
町
山
口
会
館
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
使
用
中
止
の
お
知
ら
せ

ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

問

フ
ナ
ク
リ
感
謝
祭

問
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平成31年度から
クレジットカードでの納付が
できるようになります
　パソコンやスマートフォン、タブレット端末を使って、インターネット上で納期限内であれば、24時間
いつでも町税の納付が可能となります。

納付できる税目
町県民税（普通徴収）

各納付書に記載されている「納期限」まで（納期限の23時30分をもって受付を終了します）

軽自動車税

固定資産税

国民健康保険税

納付可能期間

納付に必要なもの

納付番号と確認番号が印字された納付書（※1）＋上記ロゴマークのあるクレジットカード

※１　口座振替の登録をされている場合、納付書は発行されませんので、クレジットカードで納付する場合は口座振替登録
先の金融機関にて口座振替の廃止手続きが必要となります。クレジットカードでの納付を希望する人は、事前に税務
課までご連絡ください。

　同一税目の納付書４枚まで同時に納付でき、納付金額
に応じて、下記システム利用料が別途必要です。

•養老町から領収証書は発行できません。　
•フィーチャーフォン（ガラケー）からのご利用はできま
せん。　
•納税証明書は手続き完了後、すぐに発行することがで
きません。納付後、すぐに証明書が必要な人は、納付
書裏面記載の金融機関窓口、コンビニエンスストア、
町役場会計課窓口で納付してください。　
•町役場、コンビニエンスストアなどの窓口でのクレジ
ットカードによる納付はできません。　
•納期限を過ぎた場合や、税額が100万円以上の場合は、
クレジットカードでの納付ができません。　
•インターネット接続費用やパケット代は利用者負担と
なります。

税務課　☎32－1103問

納付金額

1円～10,000円

10,001円～20,000円

20,001円～30,000円

30,001円～40,000円

40,001円～50,000円

50,001円～

システム利用料（税抜）

50円

150円

250円

350円

450円

納付金額が10,000円
増えるごとに、
100円（税抜）加算

システム利用料について 注意事項
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手話奉仕員養成研修講座（後期編（基礎課程））を開催します
　聴覚障がい者などの支援者を養成し、社会参加を促すことを目的に手話奉仕員養成研修を下記のとおり実施します。
　
開催期間　６月５日（水）～ 12月18日（水）（予備日を含む）の毎週水曜日（全26回）　13時30分～ 15時30分
　　　　　※ただし、8月14日（水）はお盆期間であるため除く。　
と　こ　ろ　町中央公民館（石畑491番地）　
内　　容　簡単な日常会話の学習　
対　象　者　町内在住または在勤（18歳以上）で継続して受講可能な人
　　　　　（ただし、手話奉仕員養成講座前期編（入門課程）を受講し、受講証明書を交付された人に限る）　
定　　員　30人　
受　講　料　無料　
申　込　先　往復ハガキに講座名、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記載のうえ、５月17日（金）（必着）

までに一般社団法人　岐阜県聴覚障害者協会（〒500－8384　岐阜市藪田南5－14－53　県民ふれあい会館
１棟６階）へ。申込者多数の場合は抽選となります。

問一般社団法人　岐阜県聴覚障害者協会　☎058－278－1301

自衛官等募集案内

問自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　大垣市林町5－18光和ビル２階　☎0584－73－1150

受付期間募集種目

予備自衛官補
（一般）

予備自衛官補
（技能）

自衛官候補生
（男子・女子）

第１回
　１月７日～４月12日
第２回
　７月１日～９月13日

年間を通じて行っており
ます。

試験期日

第１回
　５月17日
第２回
　11月８日

第１回
　４月20日～４月24日
　のうち１日
第２回
　10月５日～10月８日
　のうち１日

受付時にお知らせします。受付時にお知らせします。

合格発表受験資格

18歳以上34歳未満
の人

18歳以上で保有す
る技能に応じ53歳
～55歳未満の人

18歳以上33歳未満
の人

※予備自衛官補（一般・技能）については、第１回で採用予定に達した場合、第２回は実施しない場合があります。

スマイルカードの活用法
　スマイルカードの満点カードは、加盟店または商工会にかにゅうしている一部のお店で
金券（500円券）として利用したり、季節ごとのイベントの応募券や町指定のゴミ袋（２袋）
と交換できるお得なカードです。
　ポイントは、加盟店での買物の他に町図書館で本を借りたり、プールを利用する、中央
公民館の学習講座を受講する、保健センターで行う検診を受けるなどでも貯まります。買物で
なくてもポイントが貯まる場所があるというのはちょっとおトクなお話。ポイントが貯まった
カードはその他にも、銀行口座への500円貯金にもなります。養老鉄道を利用する人は1,000円分のクーポン券にも換
えられます。
　「養老スマイルカード」ぜひ有効活用してみてください。

町カード振興会（町商工会内）　☎32－0549問
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派　遣　期　間　８月６日（火）～８月20日（火）予定
　
募　集　人　数　派遣団員　８人
　
参　加　資　格　高校生以上（町内に在住または、在勤・在学

し、スポーツが好きな人）
　
参加負担金　13万円程度（見込み）
　
申　込　締　切　５月31日（金）

受入期間　10月３日（木）～10日（木）
　
募集家庭　６家庭程度
　
参加資格　町内在住の家庭
　
申込締切　５月31日（金）

スポーツ振興課　☎32－5087申問 生涯学習課　☎32－5086問

農業委員会　☎32－1107問

～農地を転用するときは農地法の許可が必要です！～
　農業委員会は、市町村ごとに設置が義務づけされている機関で、優良農地の確保や有効利用、農地利用の最
適化の推進、農業の担い手の育成・確保などに取り組んでいます。
　農業委員会の役割や活動について町民のみなさまにご理解いただくために、定期的に「農業委員会だより」と
してお知らせしていきます。
　今回は、農地の転用についてのルールです。農地を農地以外の目的で、転用する場合には、あらかじめ農地
法の許可を受ける必要があります。
　農地法の許可を得ずに行った行為は無効となり、３年以下の懲役または最高300万円以下の罰金が科せられ
たり、当該工事の中止や農地への原状回復などを求められることもありますのでご注意ください。
　たとえ、自己所有地であっても農地転用を行うにあたっては、農業委員会に申請し、都道府県知事の許可を
得る必要がありますので、農地転用を計画される場合には、農業委員会のほか、お近くの農業委員・農地利用
最適化推進委員にご相談ください。

日独交流事業
　町国際化推進会議では、夏に青少年のドイツ・バートゾーデン市への派遣と秋にドイツ交流団員
を受け入れていただける家庭を募集しています。

派遣団員募集 ホストファミリー募集ドイツで国
際交流

農業委員
会だより

（第１回
）

申込に関する詳しい内容や過去の交流については町ホームページをご覧ください。　　　　　
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生活環境課　☎32－1106問

犬の登録と狂犬病予防集合注射について
　狂犬病予防法により、飼い犬には登録（生涯に一度）と年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています。 犬を飼い始
めたら30日以内に登録をしなければいけません。（生後90日以内の仔犬なら90日を過ぎてからとなります。）
　町では、平成31年度の狂犬病予防集合注射を次の日程表のとおり実施します。犬を飼っている人は、最寄の会場で
注射を受けてください。

対　象　　生後90日以上の犬
　
手数料　　登録のある犬　　　１頭につき　３，１５０円 （注射料金　２，６００円＋注射済票交付手数料　５５０円）　
　　　　　新規登録する犬　　１頭につき　６，１５０円 （上記＋登録料金　３，０００円）　
　　　　　※おつりのいらないよう、ご協力ください。

　予防接種後にお渡しする注射済票（新規登録犬は鑑札も含みます。）は犬が行方不明になったり事故にあったりしたと
きに飼い主を捜す手がかりとなります。
　また、野犬捕獲で捕まった際の識別にも必要です。首輪などにつけて分かりやすくしておきましょう。
　
※登録のある犬の飼い主には、予防注射の案内を通知します。集合注射を希望される場合は、必ず通知書を会場に持参
してください。　
※通知書の再発行はしませんので、なくさないようにお願いします。

期 日 時 間実 施 場 所
町中央公民館第２駐車場
大悲閣
上多度プラザ
広幡自治会館
笠郷自治会館
旧船附こども園北
養老ニュータウン
池辺自治会館
小畑自治会館
室原自治会館
日吉自治会館
町産業文化会館
町役場

５月７日（火）
13時15分～14時15分
14時30分～15時　　
9時30分～10時30分
10時45分～11時30分
13時15分～14時15分

10時～10時30分
10時45分～11時30分
13時15分～14時15分
9時30分～10時30分
10時45分～11時30分

13時～13時30分
10時30分～11時30分

13時～14時15分
５月13日（月）

５月８日（水）

５月９日（木）

５月10日（金）

・上多度自治会館　→　上多度プラザ
・広幡自治会館　　　　10時45分～11時45分　→　10時45分～11時30分
・旧船附こども園北　　　　10時～10時45分　→　10時～10時30分
・養老ニュータウン　　　　11時～11時45分　→　10時45分～11時30分
・日吉自治会館　　　　　　13時～13時45分　→　13時～13時30分
・町産業文化会館　　　10時30分～11時45分　→　10時30分～11時30分

・10月より消費税が10％に改定された場合、注射料金が２，６００円から２，６５０円に変更されます。

平成31年度より変更となります。

ご注意ください
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高度処理型合併処理浄化槽設置の補助金制度が変わります
　町では、汚水処理性能が高く環境への負荷が少ない高度処理型合併処理浄化槽（以下、合併浄化槽と言います。）の設
置を促進するため、これまでも合併浄化槽を設置する人に対し、設置工事費の一部を補助してきました。
　このたび、さらに合併浄化槽の設置を促進するため、自己の居住する住宅に合併浄化槽を設置する人に限り、次のと
おり補助金額を増額しますので、ぜひご活用ください。
　

　
　ただし、補助要件の一部が変更となりましたので、ご注意ください。
　詳しくは町ホームページをご覧いただくか、下記までお問合せください。

○補　助　金　額　５人槽：519,000円（増額前444,000円）
　　　　　　　７人槽：707,000円（増額前486,000円）
　　　　　　10人槽：973,000円（増額前576,000円）
　　　　　　　※設置工事費を補助金額が上回る場合は、

設置工事費を上限として補助します。

○増額の対象　自己の居住の用に供する建物（専用住宅
および住宅部分の延べ床面積が２分の１
以上の併用住宅）に20人槽以下の高度処
理型合併処理浄化槽を設置する場合

生活環境課　☎32－1106問

第２次養老町生活排水処理基本計画を策定しました
　本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第６条第１項の規定に基づき、下水道や合
併処理浄化槽などの各種生活排水処理施設による生活排水処理形態別人口の推移や将来予測を示すとともに、特に合併
処理浄化槽の普及促進により生活排水処理率の向上を図ること、生活排水処理率70％を目指すことなどの生活排水に
関する基本方針を定めたものです。
　前計画の計画期間が平成30年度で満了となったため、2019年（平成31年）３月に計画の見直しを行い、2028年度ま
での10年間を計画期間として新計画を策定しました。
　計画の詳しい内容については、町ホームページに掲載しています。

生活環境課　☎32－1106問

陶磁器類・蛍光管などの有害ごみを集めます
　町では、有害ごみ（蛍光灯・水銀を使用している体温計や
茶碗、湯飲みなどの陶磁器類、乾電池）を「ごみカレンダー」
の回収計画に基づき、年２回収集しています。
　前期分を右記の日程で収集しますので、決められた日に指
定の収集場所へ出してください。
　なお、有害ごみを出すときは以下の事項にご注意ください。　
【収集するもの】
　蛍光灯（LED除く）　体温計（水銀式）　陶磁器類（瓦は除く）
　乾電池
（それぞれに分別して出してください。電球とLEDは燃やせ
ないごみです。乾電池にはボタン電池も含みます。）
※収集場所は右記収集場所のみです。通常の集積場とは異な
りますので、ご注意ください。

生活環境課　☎32－1106問

地　区

高　田
養　老
広　幡
上多度
池　辺
笠　郷
小　畑
多芸西部
日　吉
多芸東部
室　原

前日
5月　8日
5月　9日
5月15日
5月16日
5月22日
5月23日
5月29日
5月30日
6月　5日
6月　6日
6月　6日

当日
5月　9日
5月10日
5月16日
5月17日
5月23日
5月24日
5月30日
5月31日
6月　6日
6月　7日
6月　7日

収　集　場　所

町役場東駐車場
町中央公民館第１駐車場
広幡自治会館
上多度プラザ
池辺自治会館
笠郷自治会館
小畑自治会館
福祉センター
日吉自治会館駐車場
多芸自治会館
室原自治会館

搬入指定日
有害ごみ収集日程

［収集時間］　指定日前日の15時～18時
　　　　　　指定日当日の７時～９時

有害ごみ収集場所の変更について
養老地区は町中央公民館第１駐車場（公民館南側）に、
上多度地区は上多度プラザに変更となりましたのでご
注意ください。
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シリーズ人権 みんなで考えよう。
人が人らしく生きるために…

池
江
選
手
の
力

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
、
１
年
３
ヶ
月
余
り
と
な
り

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
、

２
月
12
日
、
水
泳
で
大
活
躍
を
し
て

い
た
池
江
璃
花
子
さ
ん
が
、
自
信
の

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
白
血
病
と
診
断

さ
れ
た
こ
と
を
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
瞬
く
間
に
日
本

は
も
と
よ
り
世
界
中
を
駆
け
巡
り
、

多
く
の
人
が
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
に
は
、
自

身
が
一
番
戸
惑
い
不
安
で
仕
方
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病
気
に
負
け

ま
い
と
す
る
強
い
意
志
だ
け
で
な
く
、

同
じ
よ
う
に
病
気
と
闘
っ
て
い
る

人
々
、
そ
し
て
、
今
ま
で
自
分
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
や
、
周
り
の
人
々
へ
の
心

遣
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
病

気
の
人
が
勇
気
や
希
望
を
与
え
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
、
健
康
な
人
も
ま
た
、

生
き
る
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
水
泳

大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
池
江

選
手
へ
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
り
、
骨
髄

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
人
が
増
え
た
り

し
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち

　
池
江
選
手
と
同
級
生
の
今
井
月
選

手
＝
岐
阜
県
出
身
＝
は
、
電
話
で
直

接
池
江
選
手
か
ら
、
白
血
病
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。「
そ
の
時
は
、
病

気
の
こ
と
が
分
か
ら
ず
、
何
を
言
っ

て
あ
げ
た
ら
い
い
の
か
も
分
か
ら
な

く
て
、
自
分
が
言
っ
た
言
葉
も
覚
え

て
い
な
い
。」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
は
誰
で
も
、
今
井
選

手
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
う
し
て
良
い

の
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
今
井
選
手
は
、「
水
泳
が
で

き
る
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
自
分
も

池
江
選
手
の
よ
う
に
、
人
に
勇
気
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
語
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
、
病
気
か
ら
逃
げ
ず
に

立
ち
向
か
っ
て
い
る
池
江
選
手
や
、

元
気
で
泳
ぐ
事
が
で
き
る
こ
と
に
感

謝
す
る
今
井
選
手
か
ら
学
び
た
い
も

の
で
す
。

あ
り
が
と
う
の
言
葉
を

　
今
の
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
感
謝
し
た
り
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
今
が
あ
る
と
思
っ
た
り
す
る
心
が

生
ま
れ
る
と
、
や
る
気
や
元
気
が
で

て
き
ま
す
。
ま
た
、
心
の
持
ち
よ
う

一
つ
で
、
考
え
方
や
生
き
方
が
大
き

く
変
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

た
り
前
の
日
常
に
感
謝
し
、
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
身
近
な
言
葉「
あ
り

が
と
う
」を
た
く
さ
ん
使
っ
て
み
る

と
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

嫌
な
気
持
ち
が
吹
っ
飛
び
ま
す
。
町

民
一
人
一
人
が「
あ
り
が
と
う
」の
言

葉
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
養
老
町

民
の『
愛
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
』

（
町
民
憲
章
か
ら
）こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

研
修
会
へ
の
参
加
を

　
今
年
度
も
町
で
は
、
左
記
の
よ
う

に
人
権
教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

あたりまえの日常に感謝を
～『ありがとう』を使おう～

　大阪芸術大学でクラッシックバレエを学ぶ。卒業後、プロ
ダンサーとしてスタートを切った24歳の時、交通事故で左
膝下を切断。片足でも踊り続けるために、ヨガや武道、新体
操など幅広いジャンルの動きを学ぶ。作品に合わせた長短さ
まざまな義足を使い工夫することで、世界にふたつとないダ
ンススタイルを築く。パラスポーツの世界選手権でも銀メダ
ルを獲得。
　平成29年ＮＨＫ紅白歌合戦にて、平井堅さんの歌「ノン
フィクション」をダンスで表現した義足のプロダンサー！！

人 権 教 育 研 修 会
日時：５月14日（火）　無料
　　　18時　　　　開場 
　　　18時30分　　開演
　
場所：町民会館
　
講師：大前　光市　さん
　　　下呂市出身：プロダンサー

おおまえ　　こういち
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　「
春
花
さ
ん
な
ん
て
大
嫌
い
。」

　
こ
れ
は
わ
た
し
が
五
歳
の
時
に
、

幼
稚
園
で
お
友
達
か
ら
突
然
浴
び
せ

ら
れ
た
言
葉
で
す
。
そ
の
当
時
の
わ

た
し
は
内
気
で
、
何
か
を
言
い
返
す

こ
と
も
、
泣
く
こ
と
も
で
き
ず
、
家

族
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
い
ま
し

た
。

　
そ
の
お
友
達
は
、
そ
れ
か
ら
毎
日

の
よ
う
に
わ
た
し
の
こ
と
を
大
嫌
い

だ
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

　
幸
い
、
す
ぐ
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
な
り
家
で
過
ご
し
て
い
る
う

ち
に
、
そ
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
休
み
が
明
け
て
、
い

つ
も
の
よ
う
に
母
が
わ
た
し
を
幼
稚

園
ま
で
送
ろ
う
と
し
た
時
、
わ
た
し

は
大
泣
き
し
て
登
園
を
拒
ん
だ
の
で

す
。
お
友
達
に
心
な
い
言
葉
を
言
わ

れ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
、
こ
わ
く
て

足
が
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
今
ま
で
に
一
度
も
登
園
を
ぐ
ず
っ

た
こ
と
の
な
い
わ
た
し
を
見
て
、
母

は
ず
い
ぶ
ん
驚
い
た
よ
う
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
登
園
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
う
と
思
っ
た
わ
た
し
は
、
な
ぜ
行

き
た
く
な
い
の
か
を
母
に
打
ち
明
け

ま
し
た
。

　
す
る
と
、
母
は
、

「
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く
お
母
さ
ん

に
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の
？
今
ま

で
、
誰
に
も
言
わ
ず
に
ひ
と
り
で
が

ま
ん
し
て
た
の
？
」

　
と
言
っ
て
、
わ
た
し
の
目
線
の
高

さ
に
し
ゃ
が
ん
で
、
わ
た
し
を
抱
き

寄
せ
た
の
で
す
。

　
母
は
す
ぐ
に
園
長
先
生
に
話
し
、

お
友
達
に
事
実
確
認
を
し
て
注
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
お
友
達
が
謝
っ
て
く
れ

て
、
仲
直
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
時
、
わ
た
し
は
、
自
分
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
に
も
っ
と
早
く
お
母
さ

ん
に
相
談
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
、
信
頼
で
き
る
人

に
相
談
す
れ
ば
、
良
い
方
向
に
導
い

て
も
ら
え
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
わ
た
し
は
悩
み
事
が

あ
る
と
、
真
っ
先
に
母
に
相
談
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
す
ぐ

に
解
決
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
自
分

の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
も
ら
え
る
だ

け
で
、
心
は
軽
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
わ
た
し
は
思
う

の
で
す
。
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た

人
は
、
そ
う
な
る
前
に
誰
か
に
打
ち

明
け
た
い
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
、
け
れ
ど
も
信
頼
で

き
る
誰
か
に
相
談
が
で
き
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
。

　
ま
た
、
罪
を
つ
ぐ
な
っ
て
社
会
に

出
て
き
た
人
も
同
じ
で
す
。
前
向
き

に
頑
張
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
が
ほ
ん

の
少
し
で
も
優
し
く
手
を
差
し
の
べ

て
く
れ
た
ら
、
き
っ
と
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
わ
た
し
の
学
校
で
は
、

学
級
自
慢
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
仲
間
と
協
力
し
て
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
達
成
で
き
る
ま
で

頑
張
る
の
で
す
。
目
標
が
達
成
で
き

た
時
の
喜
び
を
仲
間
と
分
か
ち
合
う

の
は
最
高
の
ひ
と
時
で
す
。

　
ま
た
、
仲
間
の
良
さ
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
本
人
に
伝
え
る「
キ
ラ
リ
み

つ
け
カ
ー
ド
」の
取
り
組
み
は
、
カ

ー
ド
に
書
く
方
も
、
書
か
れ
た
方
も

　“

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　“

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次

代
を
担
う
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
、

学
校
生
活
な
ど
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や

非
行
に
関
し
て
感
じ
た
こ
と
を
い
き
い
き
と
作
文
に
書
い

て
も
ら
う
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
運
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
多
く
の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
第
68

回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
町
立
上
多
度
小
学
校
五
年（
受
賞
時
）

梶
間
　
春
花
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

と
て
も
良
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
わ
た
し
は
昨
年
か
ら
代

表
委
員
会
に
入
っ
て
お
り
、
朝
の
登

校
時
に
昇
降
口
で
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
か
ら
大
き
な
声
で
元
気
よ
く

み
ん
な
に

「
お
は
よ
う
。」

　
と
あ
い
さ
つ
す
る
の
で
す
。
自
分

か
ら
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
、

相
手
も
元
気
よ
く
返
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
を
始
め
て
か
ら
、
わ
た
し

は
地
域
の
人
に
も
積
極
的
に
あ
い
さ

つ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
が
心
を

通
わ
す
こ
と
が
増
え
れ
ば
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
に
で
き
る
取
り
組
み
は
、

ほ
ん
の
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
心
を
通
わ

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
力
と

な
り
、
誰
も
が
生
き
心
地
の
よ
い
社

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
、
み
ん
な

で
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
よ
り
も
、
も
っ
と
も

っ
と
安
心
・
安
全
な
未
来
に
な
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

“

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動”

県
推
進
委
員
会
委
員
長（
県
知
事
）賞

　
心
と
心
を
通
わ
す
社
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
立
上
多
度
小
学
校
五
年（
受
賞
時
）　
梶
間
　
春
花
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平成３１年度年金保険料について
平成31年度の年金保険料は　月額16,410円　です。

平成３１年度の学生納付特例受付が始まります
　学生納付特例は所得の少ない学生が、年金保険料の納付を先送り（猶予）できる制度です。
　猶予対象者は大学、短大、専門学校などの各種学校に在学する学生で本人の前年所得が基準以下（118万円
＋扶養親族数×38万円）の人です。　※平成31年2月28日時点
　
　学生納付特例の猶予期間は４月～翌年３月で毎年度申請が必要です。学生証または在学証明書、印鑑を持っ
て役場 住民人権課で申請してください。
　
　平成30年度に学生納付特例制度で納付猶予されている人で、引き続き在学予定の人には、ハガキ形式の学
生納付特例申請書が日本年金機構より送付されます。平成31年度も納付猶予を希望する人はこのハガキに必
要事項を記入し返送してください。（学生証などの写しの添付は不要です。学校を変更した場合は住民人権課
にて改めて申請してください。）

住民人権課　☎32－1104問

清華苑祭壇（東半館）利用形態の変更について
　斎苑東館（半館）利用者で、親族だけの小さな葬儀をご希望の人などを対象に、祭壇両脇の袖を外す場合、７月１日か
ら割安な料金で利用できます。（東全館、西館使用を希望される人は、対象外となります。）　
　この使用料金については以下のとおりです。　
○祭壇使用料　　東館（半館）　　　　　　77,130円
　　　　　　　　東館（半館・袖段なし）　51,420円（新設）

生活環境課　☎32－1106問

（例）
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地域包括支援センターからのお知らせ 問 町地域包括支援センター
☎33－0270　養老町石畑523

申

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ

５月８日（水）

日にち 時　間 場　所 内　容 申込み

10時～
11時30分

町地域包括支援センター
（町保健センター２階）

もの忘れが始まっている可能性につい
て、点数で判定できる機器を使用します。
５項目の質問に対話方式で答えていただ
きます。１人あたり５分程度の時間です。
※このチェックは、認知症を診断するも
のではありません。認知症の診断には、
医療機関の受診が必要です。

不要

●対象者　町内在住の人。

※「タッチパネルでもの忘れチェック」は、認知症予防の出前講座としても実施しています。（おおむね10人以上集まる団体）
　ご希望の団体は、事前に町地域包括支援センターへお申込みください。

『認知症家族のつどい』のお知らせ

５月９日（木）

日にち 時　間 場　所 内　容 申込みなど

10時～
11時30分

町地域包括支援センター
（町保健センター２階）

認知症の人の家族のための交流会です。
「家族が認知症かもしれない。」「対応に
ついての悩みを話せる仲間を作りたい。」
など、日頃の悩みや思いを話しませんか。

不要

●対象者　家族のもの忘れが心配な人。認知症の人の家族・認知症の人を介護した経験のある人。

『認知症サポーター養成講座』のご案内

対　象　者
実　施　日
内　　容
時　　間
費　　用
申し込み方法

おおむね７人以上のグループ（町内会や職場など）でお申し込みください。
グループが希望する日（原則、土・日・祝日を除く）
認知症の症状・治療・予防・関わり方などを学びます。
１時間～１時間半
無料
受講希望日の１ヵ月前までに町地域包括支援センターへお申し込みください。

　町では、認知症の人やその家族を温かく見守る応援者である「認知症サポーター」の養成を地域に出向いて行います。
ご自身や家族、地域のために学んでみませんか。

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。
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誰
と
も
比
べ
な
く
て
い
い
。 

そ
う
囁

か
れ
た
は
ず
の
世
界
は
こ
ん
な
に
も
苦

し
い…

　
植
物
状
態
の
智
也
と
、
献
身

的
に
見
守
る
雄
介
。
二
人
の
間
に
あ
る

歪
な
真
実
と
は
？“

平
成”

を
生
き
る
若

者
達
が
背
負
っ
た
自
滅
と
祈
り
の
物
語
。

　
婚
約
者
が
忽
然
と
姿
を
消
し
た
。
彼

女
を
探
す
中
で
、西
澤
架
は
彼
女
の「
過

去
」と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
生
き

て
い
く
痛
み
と
苦
し
さ
。
そ
の
先
に
あ

る
は
ず
の
幸
せ…

　
圧
倒
的
な
恋
愛
小

説
。

　
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど
苦
悩
し
、「
皇

室
革
命
」に
踏
み
込
ん
だ
明
仁
天
皇
と

美
智
子
皇
后
。
徳
仁
新
天
皇
と
雅
子
新

皇
后
は
そ
の
意
思
を
ど
う
受
け
止
め
た

の
か
。
弟
・
秋
篠
宮
の
求
め
た「
自
由
」

と
は
。
平
成
皇
室
の
息
遣
い
を
知
る
８

人
の
明
か
す
秘
話
。

　
大
切
な
も
の
を
10
年
間
、
魔
法
で
預

か
る
不
思
議
な
お
店「
十
年
屋
」。
魔
法

使
い
と
執
事
猫
の
カ
ラ
シ
の
も
と
に
、

今
日
は
ど
ん
な
お
客
さ
ん
が
や
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
心
あ
た
た
ま
る
物
語
。

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
う
さ
ぎ
く
ん
。
パ

パ
と「
い
い
子
に
し
て
る
」と
約
束
し
た

の
に
、
マ
マ
を
困
ら
せ
て
ば
か
り
で…

　
や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
と
そ
ん
な
息
子

に
手
を
焼
く
マ
マ
の
姿
に
、
ほ
の
ぼ
の

す
る
お
話
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
や
鳥
の
手
が
た
・

足
が
た
を
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介
。
手
足

か
ら
わ
か
る
動
物
の
ひ
み
つ
を
、
た
く

さ
ん
の
手
が
た
・
足
が
た
の
図
版
、
写

真
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
。

　
●
簡
単
絵
本
つ
く
り

　
日
時　
４
月
20
日（
土
）14
時
30
分
〜

　
場
所　
図
書
館
１
階

　
指
導　
児
童
館
職
員

　
参
加
費　
無
料

●
簡
単
な
折
り
紙
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
日
時　
４
月
27
日（
土
）14
時
30
分
〜

　
簡
単
に
作
れ
る
折
り
紙
を
教
え
て
も

ら
お
う
！　

●
楽
し
い
読
み
聞
か
せ

　
日
時　
毎
週
土
曜
日
14
時　
　
　
　

第
２・３・４
日
曜
日
14
時
〜

　
担
当　
第
２
土
曜
日（
４
月
13
日
）

　
　
　
　
ま
ぁ
み
、
た
ね
ど
ん
ど
ん

　
　
　
　
第
２
土
曜
日
以
外
の
毎
週
土

曜
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね
ど
ん
ど
ん　

●
赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
読
み
聞
か
せ
や

手
あ
そ
び
し
て
、
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

　
日
時　
４
月
16
日（
火
）10
時
30
分
〜

　
対
象　
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族

お
す
す
め
の
本

行
事　
（
図
書
館
）

「
死
に
が
い
を
求
め
て
生
き
て
い
る
の
」

朝
井
リ
ョ
ウ
／
著
　
中
央
公
論
新
社

「
傲
慢
と
善
良
」

辻
村 

深
月
／
著
　
朝
日
新
聞
出
版

「
天
皇
交
代
」

明
石 

元
紹
　
他
／
著
　
講
談
社

「
十
年
屋　
２ 

　

あ
な
た
に
時
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

廣
嶋 
玲
子
／
著
　
静
山
社

「
だ
れ
の
手
が
た
・
足
が
た
？
」

有
沢 

重
雄
／
構
成
　
偕
成
社

「
う
さ
ぎ
く
ん
と
マ
マ
」

リ
チ
ャ
ー
ド・ス
キ
ャ
リ
ー
／
作
　
好
学
社

BOOKS
町図書館

☎33-0215
休館日／ 1日（月）・8日（月）・15日（月）・

22日（月）・26日（金）

4月

鮭とブロッコリーのごま蒸し〈主菜〉

①　鮭は一口大に切り、Aをもみ込む。ブロッコリーは小房に分
ける。長ねぎは斜め薄切りにする。

②　フライパンにブロッコリー、長ねぎを広げ、鮭を汁ごとのせ
る。ふたをして火にかけ、蒸気が上がったら中火で５～６分
蒸し、仕上げにオリーブ油を回しかける。

作り方

鮭の下味にすりごまを使うことで、香りが立ち、味付けを濃く
しなくてもうま味を出せます。鮭に火が通る程度の短時間で蒸
し上げると、野菜の歯ごたえが生きたおかずとなります。

材料（４人分）
生鮭 ・・・・・・・・・・・・・ 280g
　　すりごま（白）・・ 大さじ2
　　しょうゆ ・・・・・ 大さじ2
　　みりん ・・・・・・・ 大さじ1
　　酒 ・・・・・・・・・・ 大さじ1

　　片栗粉 ・・・・・・・ 小さじ1
　　七味唐辛子 ・・・・・・・少々
ブロッコリー ・・・・・・ 1/2個
長ねぎ ・・・・・・・・・・・・・ 1本
オリーブ油 ・・・・・・・ 小さじ1

エネルギー
163kcal

たんぱく質
18.0g

脂質
6.4g

カルシウム
75mg

食塩相当量
1.0g

●１人分栄養量

Ａ

Ａ

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　　
公
益
財
団
法
人
だ
い
し
ん
緑
化
文
化

振
興
財
団
様
か
ら
、
図
書
購
入
費
と
し

て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町
民
文
芸
（
敬
称
略
）

◆
小
畑
蛍
川
句
会

わ
か
さ
ぎ
の
釣
り
舟
遠
く
凪
光
る

御
柱
の
荒
き
史
き
跡
初
詣　
　
　
　
　
　
ま
さ
子

　
猪
を
追
ひ
出
す
場
所
に
ま
つ
猟
師

猛
り
立
つ
火
や
初
富
士
を
ま
な
か
ひ
に　
紀
年

　
年
忘
れ
歌
き
き
う
た
う
想
い
出
を

過
ち
を
く
り
返
し
つ
つ
年
迎
う　
　
　
　
恭
一

　
過
ぎ
し
日
を
し
み
じ
み
恭
賀
詣
で
け
り

建
つ
工
場
雪
の
伊
吹
の
遠
く
見
ゆ　
　
　
好

　
雪
化
粧
ス
マ
ホ
に
送
り
帰
り
待
つ

臘
梅
の
香
に
和
み
も
ら
ひ
け
り　
　
　
　
千
代
子

　
八
十
路
に
入
る
梅
一
輪
の
日
向
か
な

初
夢
の
動
き
は
二
十
歳
八
十
路
た
り　
　
吉
一

　
初
雪
や
庭
木
の
棚
の
輝
や
か
に

息
切
れ
す
仏
壇
飾
り
年
用
意　
　
　
　
　
誠

　
井
戸
水
を
弾
く
大
根
の
白
き
か
な

苔
玉
の
映
る
障
子
や
茶
筅
の
音　
　
　
　
美
恵
子

　
恙
な
く
棒
の
ご
と
し
や
去
年
今
年

寿
金
箔
入
り
の
年
酒
酌
む　
　
　
　
　
　
隆
司

哀
し
い
ね
子
供
一
人
が
ま
た
虐
待
死
け
も
の
よ
り
人
の
心
は
あ
ら
ぶ
る
か

水
嶺
湖
錦
織
り
な
す
山
写
し
江
口
夜
詩
館
に
孫
の
ピ
ア
ノ
聴
く

編
み
返
す
子
等
の
セ
ー
タ
ー
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
に
色
と
り
ど
り
の
糸
を
結
び
て

友
よ
り
の
蠟
梅
は
つ
に
蕾
つ
く
わ
ず
か
五
粒
薫
り
を
待
ち
て

蕗
の
薹
六
つ
出
て
を
り
ぽ
こ
ぽ
こ
と
痩
せ
畑
の
中
の
い
つ
も
の
場
所
に

膝
痛
み
歩
く
困
難
身
に
し
み
て
今
情
け
な
く
足
さ
す
る
吾

か
き
廻
す
や
う
に
輪
中
に
爆
音
す
眠
れ
ぬ
こ
こ
は
滝
山
つ
づ
き

◆
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

竹
田
義
秋

村
上
や
す
子

早
川
弘
美

古
川
奈
津

村
上
潔
子

後
藤
久
子

重
金
英
男

　
こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
山
火
事

予
防
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

予
防
対
策
を
強
化
し
、
森
林
の
保
全
と

地
域
の
安
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

「
忘
れ
な
い　
豊
か
な
森
と
火
の
怖
さ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
に
お
い
て
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
郡
消
防
操
法
大
会（
消
防
ポ
ン
プ
車
）

　
実
施
月
日　
６
月
16
日（
日
）

　
実
施
場
所　
町
中
央
公
民
館

○
県
消
防
操
法
大
会

　
実
施
月
日　
８
月
４
日（
日
）

　
実
施
場
所　
高
山
市

　
○
郡
消
防
協
会
機
動
演
習

　
実
施
月
日　
11
月
上
旬

　
実
施
場
所　
中
部
地
区

　
○
消
防
団
年
末
夜
警

　
実
施
月
日　
12
月
29
日（
日
）〜
30
日（
月
）

　
実
施
場
所　
養
老
町
内

　
○
町
消
防
出
初
式

　
実
施
月
日　
平
成
32
年
１
月
12
日（
日
）

　
実
施
場
所　
町
民
会
館

　
○
郡
消
防
協
会
講
習
会

　
実
施
月
日　
未
定

　
実
施
場
所　
町
総
合
体
育
館

○
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
な
ど
の
事
故
に
つ

い
て

　
平
成
30
年
12
月
、
札
幌
市
で
屋
内
に

て
大
量
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
の
内
容
物

を
破
棄
作
業
中
、
引
火
し
爆
発
火
災
が

発
生（
現
在
調
査
中
）50
人
以
上
が
負
傷

す
る
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
中
身
の
残
っ
た
ス
プ

レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
ゴ
ミ
収

集
車
や
処
理
施
設
に
て
火
災
が
発
生
す

る
と
い
っ
た
こ
と
が
全
国
で
多
数
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
は
一
般
家
庭
で
も
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
同
様
の
事
故
が

県
山
火
事
予
防
運
動実

施
中

ス
プ
レ
ー
缶
の
取
扱
い
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

平
成
31
年
度
町
消
防
団
　

主
な
行
事
予
定

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

廃
棄
な
ど
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

○
エ
ア
ゾ
ー
ル
製
品
の
処
理
の
注
意
事
項

　
ス
プ
レ
ー
缶
に
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ（
液
化

石
油
ガ
ス
）・
Ｄ
Ｍ
Ｅ（
ジ
メ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
）が
含
ま
れ
可
燃
性
が
あ
り
、
ま

た
空
気
よ
り
重
く
下
に
溜
ま
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。

　
屋
内
で
ガ
ス
抜
き
作
業
を
す
る
と
床

や
シ
ン
ク
な
ど
の
く
ぼ
み
に
ガ
ス
が
滞

留
、
ま
た
上
部
に
取
付
ら
れ
た
換
気
扇

で
は
換
気
さ
れ
ず
、
シ
ン
ク
や
湯
沸
器

な
ど
の
火
気
に
よ
り
引
火
し
、
爆
発
事

故
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
屋

内
で
の
作
業
は
、
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
参
考
資
料

　
一
般
社
団
法
人
エ
ア
ゾ
ー
ル
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
エ
ア
ゾ
ー

ル
製
品
な
ど
の
適
切
な
取
扱
い
方
法
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
処
理
に
関
し
て
は
、

一
般
社
団
法
人
日
本
ガ
ス
石
油
機
器
工

業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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県内にお住まいのひとり親の人を対象に、
就業支援講習会受講者を募集します

●募集資格　　県内在住のひとり親　
●定　　員　　全講座合わせて90人程度（抽選）　
●受講料金　　無料（教材費など講習会受講に必要な

経費は自己負担になります。）　
●申込方法　　県事務所・岐阜地域福祉事務所まで　
●募集期間　　４月23日（火）～５月20日（月）

●募集講座　　介護職員初任者研修
　　　　　　　介護福祉士実務者研修
　　　　　　　介護福祉士国家試験対策講座
　　　　　　　医療事務・調剤薬局事務
　　　　　　　パソコン講座
　　　　　　　簿記講座　
●開催場所　　講座により異なります

県ひとり親家庭等就業・自立支援センター
☎058－268－2569　　shien-gifu@sunny.ocn.ne.jp

問

『男の料理サークル』参加者募集
対　　象　料理に興味のある男性（未経験者大歓迎）
　　　　　ご飯の炊き方やオーブン等の使用方法から覚えられます。　
概　　要　講師から作り方の説明を聞いた後、５品の料理を３～４人

１組で作ります。簡単なものから難しいものまで栄養価の
高いレシピも多く、昨年は「ズッキーニ」料理も作りました。　

期　　間　５月～平成32年３月（月１回開催）　
開催日時　毎月第３金曜日　９時30分～12時　
場　　所　町中央公民館　
参　加　費　1,000円/回（講師料+材料費）　
申　込　み　４月20日までに「料理サークル事務局」へ申込みください。
　　　　　事務局・近藤朝夫　☎32－2329

スポーツ少年団結団式体験会・三世代スポーツ交流会
参加者大募集

場　所　町総合体育館
　
日　時　４月28日（日）　９時～（受付８時30分～）
　
対　象　未就学児～小学６年生
　
参　加　事前申込（当日受付可）
　
詳しくはお問い合わせください。

Ａ氏
知り合いが増
えて、みんな
で料理するの
が楽しい。

Ｂ氏
食事作り、食
器洗いの大変
さが分かり家
族に感謝。

Ｃ氏
自分で作った
料理は上手く
出来なくても
美味しい。

－ 会員の声 －

町スポーツ少年団事務局（町総合体育館内　担当：早水）
☎32－2788

問

親子・ご
家族での

参加大歓
迎♪

みんなでスポーツをたのしもう！
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乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
行事名区分 実施日

乳 児 健 診 　5月14日（火） 平成31年　1月生まれ

該当者には２週間前に
通知します。

13：20～
14：0010 か 月 児 健 診 平成30年　7月生まれ　5月21日（火）

１歳６か月児健診 平成29年10月生まれ　5月　7日（火）

◇フッ素塗布（１回目）診察あり
２ 歳 児 歯 科 健 診 平成29年　4月生まれ13：00～

13：30　5月15日（水）

◇フッ素塗布（２回目） 平成28年10月生まれ 該当者への通知は
ありません。

14：00～
14：15　5月15日（水）

３ 歳 児 健 診 平成28年　3月生まれ 該当者には２週間前に
通知します。

13：20～
14：00　4月23日（火）

受付時間 対　象 備　考

健

診

育 児 相 談 乳幼児の発達・発育に
不安や悩みをもつ人

申し込みは不要です。
母子手帳を持参して
ください。

10：30～
11：30

　4月23日（火）
　5月14日（火）

相
談

教
室 内容：出産後の育児に

　　　ついてなど

パ パ マ マ 教 室
　5月11日（土）

実施時間
　9：30～
11：30

平成30年12月･平成31
年1月･2月妊娠届出者
とその家族

申込期限：5月7日（火）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
日　時 母子健康手帳の交付に必要な持ち物

4月19日（金）
5月10日（金）
いずれも
15：00～16：00　受付

①医療機関が発行した妊娠届出書（妊娠証明書）
②妊婦さんご本人のマイナンバーを確認できるもの（個人番号カードまたは通知カード）
③妊婦さんご本人の身元を確認できるもの（運転免許証またはパスポートなど）

※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが行う検査に必要な書類」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合は、ご連絡ください。

成人の相談・検診
行事名区分 実施日時 場　所 対　象 備　考

40歳以上の人

健康診査希望調査で申
込をした人には、実施
日の２週間前に案内を
送付します。　
上記以外で希望する人
は、実施前月15日まで
に町保健センターへ電
話で申し込みください。
（笠郷自治会館で希望
する人は4月17日（水）
までに申し込みくださ
い。）　
※次回の胃・大腸・肺
がん検診は６月に実
施し、広報５月号に
掲載します。

笠郷
自治会館

4月24日（水）・
25日（木）・26日（金）

池辺公民館5月23日（木）・
24日（金）・27日（月）

上多度プラザ
(新公民館)

5月8日（水）・
13日（月）

日吉公民館5月22日（水）

町保健
センター 一般住民

心身の悩みや健診結果
などについての相談を
受け付けます。

健 康 相 談 5月13日（月）
10：00～ 11：30受付

相
談

検
診

胃・大腸・肺がん検診
○料金・検査方法
　胃がん検診（胃部X線検査）　500円
　大腸がん検診（便潜血反応検査）　無料
　肺がん検診（胸部X線検査、喀痰検査）　500円
　（胸部X線のみは100円）
○受付時間　8：30～ 11：00

西美濃
厚生病院
（婦人科）

20歳以上の
女性

（前年度未受診者）

水・金曜日の午前
※誕生月または
　その翌月に受診

子宮がん（頸部）検診（医療機関）
○料金　500円
○検査内容　細胞診

西美濃
厚生病院

（健診センター）

30歳以上の
女性

（前年度未受診者）

金曜日の午後
※誕生月または
その翌月に受診

乳がん検診（医療機関）
○料金・検査内容
　・30～39歳　300円
　　超音波検査
　・40歳以上　500円
　　超音波検査･マンモグラフィ

Health information

※対象はすべて町内在住者
（住民登録者）です。

このコーナーの申込・問い合わせは 町保健センター／TEL 32－9025
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休日診療医療機関（４月14日～５月12日）　休日診療の問い合わせ：救急医療情報センター（☎32－3799）

西美濃厚生病院
☎32－1161

４月14日（日）

大橋整形外科
☎33－2188

４月21日（日）

木村医院
☎32－0063

４月28日（木）

西美濃厚生病院
☎32－1161

４月29日（月）～
５月５日（日）

さくま
クリニック
☎33－0117

５月６日（月）

西美濃厚生病院
☎32－1161

５月12日（日）

◆診療時間：９時～16時30分　　　　◆一部変更の場合があります。　　　　◆保険証、受診料を持参してください。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

2018年度まで、５年間の経過措置として実施しておりましたが、2019年度から2023年度までの５年間、引き続き定期予防接種として実施します。
※なお、上記の対象以外に、接種時に60歳以上65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障害がある人（身体障害者手帳１級程度）お
よびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に重い障害のある人は対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を持って町保
健センター窓口へお越しください。

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関）
予防接種名 接種期限

高齢者
肺炎球菌

65歳･70歳･75歳･80歳･85歳･90歳･
95歳･100歳以上で過去に受けたこと
のない人（年齢は2020年４月１日現在）

４，０００円
（接種した医療
　機関で支払う）

2020年
３月31日（火）

対象者には予診票を郵送します。
（４月末頃）

料　金対　象 備　考

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関）
予防接種名

出生月翌月末に郵送します。
生後２か月～生後60か月未満の人

10か月児健診で配布します。１期：生後12か月～生後24か月未満の人

対象者に郵送します。
接種期限：2020年３月31日（火）

２期：平成25年４月２日～
　　　平成26年４月１日生まれの人

３歳児健診で配布します。１期：３歳～生後90か月未満の人

満９歳到達時に郵送します。２期：９歳～13歳未満の人

対　象 予診票の配布方法

乳児健診の案内に同封します。生後３か月～生後90か月未満の人（百日せき･ジフテリア・
　破傷風・不活化ポリオ）

４ 　 種 　 混 　 合

（１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種
は積極的にはお勧めしていません。中学１年生～高校１年生の女子（子宮頸がん予防）

ヒトパピローマウイルス

小 児 の 肺 炎 球 菌
ヒ ブ

Ｂ 型 肝 炎 生後２か月～生後12か月未満の人

乳児健診で配布します。生後３か月～生後12か月未満の人B 　 C 　 G

10か月児健診で配布します。生後12か月～生後36か月未満の人水痘（水ぼうそう）

日　本　脳　炎

　予防接種は通年実施しています。

〈日本脳炎予防接種について〉
　平成11年４月２日～平成19年４月１日生まれで、１期・２期の接種が終わっていない人は、20歳になるまでの間、平成19年４月２
日～平成21年10月１日生まれで、１期の接種が終わっていない人は、９歳から13歳になるまでの間、接種できます。町保健センター
へお問い合わせください。

風しんの抗体検査及び予防接種事業が始まります
　風しんの感染リスクが高いとされる下記の人を対象に風しんの免疫の有無を調べる抗体検査及び予防接種を実施します。

・抗体検査で、風しんの十分な免疫が無いことがわかった場合、無料で予防接種が受けられます。
・この事業は、３年間実施し、昭和37年４月２日から昭和47年４月１日の間に生まれた男性には、来年度以降にクーポ
ン券を郵送しますが、今年度接種希望される人は、保健センターへお問い合わせください。

内容

風しんの抗体検査
及び予防接種

対象

昭和47年４月２日～
昭和54年４月１日生まれの男性

備考

対象者にはクーポン券などを
郵送します。（５月中の予定）

クーポン券など
有効期限

2020年
３月31日（火）

料金

無料
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　ゴールデンウィーク期間中は次の業務についてはご注意ください。

住民人権課取扱　　　次の業務については、受付をします。（宿日直対応　☎32－1100）
業務　　　　　　　　•戸籍関係届出　•清華苑の利用について　・へい獣の火葬について
　
　　　　　　　　　　　証明書自動交付機（９時～17時）は稼働します。
　　　　　　　　　　　•住民票の写し　•印鑑証明書　•戸籍の謄本・抄本　•戸籍の附票の写し
　　　　　　　　　　　•所得証明書・課税非課税証明書
　　　　　　　　　　　利用には暗証番号入りのふれあいカードが必要となります。
　
　
水道課取扱業務　　　上下水道の使用開始などの業務はお休みとなります。期間中の使用開始などを希望される人は、

事前に役場・水道課まで、届出を提出してください。なお、事前に届出の提出がない場合、上下
水道などの開閉栓は行いませんのでご了承ください。

　
　
児　童　館　　　　　開館日は次のとおりです。

　住民人権課
☎32－1104
問

　水道課
☎32－5082
問

　福祉センター
　（児童館）
☎32－1147

問 開館

４月27日（土）、４月29日（月）、
５月３日（金）、５月４日（土）

４月28日（日）、４月30日（火）、５月１日（水）、
５月２日（木）、５月５日（日）、５月６日（月）

休館

ゴールデンウィーク期間中（４月27日（土）～5月6日（月））の
役場業務について
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無料相談
相談種類 相談日 時間 連絡先

人権相談 　4月17日（水） 13時～16時 住民人権課
☎32－1104町老人福祉センター２階

行政相談
（行政への苦情などを受けます）

　4月10日（水）
　5月　8日（水） 13時～16時 総務課

☎32－1101町老人福祉センター２階

心配ごと相談 　4月10日（水）・17日（水）
　5月　8日（水） 13時～16時 町社会福祉協議会

☎34－3504町老人福祉センター２階

定期職業相談 　4月19日（金） 13時～16時 町福祉センター
☎32－1147町福祉センター

結婚相談 　4月10日（水）
　5月　8日（水） 14時～16時 町商工会事務局

☎32－0549
町商工会館（町産業文化
会館内）相談室

場所

法律相談
（弁護士が相談を受けます）

要予約 　4月18日（木） 13時～15時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター２階

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます） 　4月15日（月） 10時～12時

13時～15時
企業誘致・商工観光課
☎32－1108企業誘致・商工観光課

マリサポ相談室
（婚活相談会） 　4月14日（日） 　9時30分～

11時30分　
子ども課
☎32－5078山口会館
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＊口座振替日は５月７日（火）です。

◆介護保険料 １期分

◆水道料・下水道料・　　　　　　　　　　
農業集落排水使用料・住宅使用料 ４月分
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ご寄附ありがとうございました

古紙配合の再生紙を使用しています

乗って守ろう
養老鉄道

町の公用車として
　株式会社エヌテックより創業30周年の節目に、地域振興のため、公用車用の電気自動車（日産自動
車・リーフ）を寄附していただきました。

大橋町長に目録を渡す　小林　裕幸　代表取締役社長 懇談では地元へ貢献したいという強い思いを話されていました

全国大会　出場報告

体 操

第19回  全国体操小学生大会
日比野咲季さん　日吉小５年

「前回大会では銀賞だったが、今回は金賞を
　とれるよう頑張ります！」

※金賞：競技種目の平均点が9.50以上
　銀賞：競技種目の平均点が9.00 ～ 9.50未満

第15回　都道府県対抗
全日本中学生女子ソフトボール大会
菱田実玖さん（右）東部中２年
「今までやってきた練習の成果を発揮してきます！」

第12回　春季全日本女子ソフトボール大会
大橋稟さん（左）養北小４年
「全国大会優勝を目指します！」

大橋蒼さん（中）養北小２年
「一生懸命頑張ります！」

ソフトボール

（学校名・学年は平成30年度）
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